
『
新
撰
六
帖
』（
鎌
倉
中
期
成
）
は
、『
古
今
六
帖
』（
平
安
中
期
成
）
の
歌
題

に
拠
り
詠
作
さ
れ
た
類
題
和
歌
集
で
あ
る
。『
古
今
六
帖
』
は
、
約
四
五
〇
〇

首
の
所
収
歌
中
、
約
四
分
の
一
を
万
葉
歌
が
占
め
る
。

『
新
撰
六
帖
』
が
、『
古
今
六
帖
』
の
和
歌
本
文
を
も
視
野
に
入
れ
て
作
歌
し

た
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
藤
原
為
家
の
『
新
撰
六
帖
』
に
お
け
る
万
葉
歌

句
摂
取
の
様
相
を
、
若
年
時
に
学
ん
だ
『
五
代
簡
要
』
引
用
万
葉
歌
句
を
も
含

め
て
考
察
し
た
。

そ
の
結
果
、
為
家
の
『
新
撰
六
帖
』
に
お
け
る
万
葉
表
現
は
、『
五
代
簡
要
』

に
お
け
る
学
び
の
上
に
積
み
重
ね
ら
れ
、
ま
た
、『
古
今
六
帖
』
所
収
万
葉
歌

を
参
看
し
な
が
ら
、
そ
の
範
囲
を
も
越
え
た
表
現
の
系
譜
の
上
に
展
開
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
為
家
の
作
歌
の
あ
り
方
は
、
鎌
倉
中
期
以
降
、『
古
今
六
帖
』
の
位
置

付
け
が
、「
作
歌
の
手
引
き
書
」
か
ら
、
新
た
な
類
題
和
歌
集
の
編
纂
材
料
、

出
典
考
証
の
対
象
へ
と
移
行
し
て
い
く
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

な
お
、
為
家
が
『
万
葉
集
』
そ
の
も
の
か
ら
直
接
学
ん
で
作
歌
し
た
形
跡
は

見
出
し
に
く
く
、
今
後
は
『
新
撰
六
帖
』
の
他
の
歌
人
と
の
比
較
検
討
が
必
要

だ
ろ
う
。

一

問
題
の
所
在

『
新
撰
和
歌
六
帖
』（
以
下
、『
新
撰
六
帖
』）
は
、
家
良
・
為
家
・
知

家
・
信
実
・
光
俊
の
五
人
の
歌
人
に
よ
っ
て
、
五
二
七
題
の
歌
題
に
つ
い

て
、
一
人
一
首
ず
つ
詠
ん
だ
歌
を
ま
と
め
た
類
題
和
歌
集
で
あ
る
。
歌
題

は
基
本
的
に
『
古
今
和
歌
六
帖
』（
以
下
、『
古
今
六
帖
』）
に
拠
る
が
、

五
人
の
歌
人
た
ち
は
、
歌
題
の
み
な
ら
ず
、『
古
今
六
帖
』
所
載
和
歌
本

（
�
）

文
も
視
野
に
入
れ
作
歌
し
た
ら
し
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

そ
の
『
古
今
六
帖
』
は
、
二
五
項
五
一
七
題
、
約
四
五
〇
〇
首
の
う

ち
、
約
四
分
の
一
を
万
葉
歌
が
占
め
る
。
と
い
う
こ
と
は
、『
新
撰
六
帖
』

の
作
者
に
と
っ
て
、『
古
今
六
帖
』
所
収
万
葉
歌
は
、
万
葉
歌
享
受
の
ひ

と
つ
の
契
機
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
こ

で
、
本
稿
は
、『
新
撰
六
帖
』
の
作
者
の
ひ
と
り
、
藤
原
為
家
に
着
目
し
、

『
新
撰
六
帖
』
に
お
け
る
為
家
の
万
葉
歌
句
摂
取

│
『
古
今
六
帖
』『
五
代
簡
要
』
の
位
置
│

福

田

智

子

一



万
葉
歌
句
摂
取
の
様
相
を
、『
古
今
六
帖
』
所
収
万
葉
歌
と
の
関
わ
り
と

い
う
視
点
か
ら
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

為
家
の
万
葉
享
受
を
考
え
る
と
き
、
そ
の
父
、
定
家
が
撰
ん
だ
『
五
代

簡
要
』
の
存
在
は
、
看
過
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
承
元
三
年
（
一
二
〇

九
）、
為
家
十
二
歳
の
時
に
撰
せ
ら
れ
た
『
五
代
簡
要
』
は
、『
万
葉
集
』

『
古
今
集
』『
後
撰
集
』『
拾
遺
集
』『
後
拾
遺
集
』
の
五
つ
の
歌
集
か
ら
、

歌
句
（
も
し
く
は
和
歌
）
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
定
家
の
作
歌
の
た

め
の
備
忘
録
と
さ
れ
、『
万
葉
集
』
か
ら
は
八
五
四
首
が
引
用
さ
れ
て
い

る
。
為
家
が
、
初
め
て
万
葉
歌
の
本
歌
取
り
を
披
露
し
た
の
は
、
建
保
元

年
（
一
二
一
三
）『
内
裏
歌
合
』
で
、
為
家
一
六
歳
の
時
で
あ
っ
た
と
い

（
�
）

う
が
、
そ
の
十
年
ほ
ど
後
、
二
五
歳
の
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
に
、

（
�
）

「
為
家
の
初
学
と
家
業
継
承
を
象
徴
す
る
作
品
」
で
あ
る
『
為
家
千
首
』

が
詠
作
さ
れ
る
際
に
は
、
為
家
の
万
葉
歌
摂
取
の
範
囲
は
、『
五
代
簡
要
』

（
�
）

に
引
用
さ
れ
た
歌
句
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

『
五
代
簡
要
』
引
用
歌
句
以
外
の
表
現
を
も
用
い
る
と
い
う
『
古
今
集
』

（
�
）

の
歌
句
摂
取
の
あ
り
方
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。

為
家
の
『
新
撰
六
帖
』
詠
作
期
間
を
、
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
十
一

（
�
）

月
十
三
日
か
ら
翌
二
年
二
月
二
十
四
日
ま
で
と
す
れ
ば
、
齢
四
十
の
半
ば

で
あ
り
、
当
然
、『
為
家
千
首
』
以
降
に
積
み
上
げ
て
き
た
研
鑽
の
跡
が

見
出
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、『
新
撰
六
帖
』
の
五
人
の
作
者
の
中

で
、「
為
家
の
詠
作
開
始
が
最
も
早
」
く
、『
古
今
六
帖
』
の
歌
題
に
若
干

（
�
）

の
取
捨
選
択
を
も
加
え
た
と
い
う
。『
新
撰
六
帖
』
詠
作
の
主
導
者
と
も

目
さ
れ
る
為
家
の
作
歌
活
動
に
、『
古
今
六
帖
』
所
収
万
葉
歌
は
、
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
く
る
の
か
。『
新
撰
六
帖
』
の
為
家
歌
に
見
ら
れ
る
万

葉
歌
句
を
具
体
的
に
把
握
し
、『
古
今
六
帖
』
が
為
家
に
提
示
し
得
る
作

歌
の
き
っ
か
け
、
表
現
材
料
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の

万
葉
歌
句
は
、
為
家
の
時
代
ま
で
の
表
現
の
系
譜
に
ど
の
よ
う
に
位
置
付

け
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
れ
は
、
類
題
和
歌

集
と
し
て
の
『
古
今
六
帖
』
を
、
あ
ら
た
め
て
、
鎌
倉
中
期
の
和
歌
活
動

の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
も
な
る
は
ず
で
あ
る
。

二
『
新
撰
六
帖
』
の
為
家
歌
と
『
古
今
六
帖
』『
五
代
簡
要
』

『
為
家
千
首
』
と
の
関
係

『
新
撰
六
帖
』
詠
作
に
際
し
、『
古
今
六
帖
』
が
、
歌
題
の
み
な
ら
ず
和

歌
本
文
と
し
て
も
、
直
接
的
な
詠
歌
の
手
本
に
な
っ
た
│
│
も
っ
と
も
、

『
新
撰
六
帖
』
の
作
者
た
ち
が
見
た
『
古
今
六
帖
』
は
現
存
す
る
写
本
の

姿
そ
の
ま
ま
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
が
│
│
と
、
ま
ず
は
考
え
得
る
と
し

て
も
、
前
述
の
と
お
り
、
こ
と
為
家
の
万
葉
歌
摂
取
に
関
し
て
は
、『
新

撰
六
帖
』
詠
作
の
た
め
の
『
古
今
六
帖
』
参
看
の
前
に
、『
五
代
簡
要
』

が
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
為
家
が
『
新
撰
六

帖
』
で
用
い
た
万
葉
歌
句
に
つ
い
て
、『
古
今
六
帖
』
に
お
け
る
所
収
の

二
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有
無
を
主
軸
に
、『
五
代
簡
要
』
引
用
歌
句
と
『
為
家
千
首
』
に
お
け
る

実
作
例
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、（
イ
）
か
ら
（
ヘ
）
の
六
つ
に
分
類
し

て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、『
新
撰
六
帖
』
の
為
家
歌
の
万
葉
歌
句
が
、
直
接
参
看
し
た
と

想
定
さ
れ
る
『
古
今
六
帖
』
に
あ
る
場
合
に
つ
い
て
三
つ
に
分
け
る
。
す

な
わ
ち
、（
イ
）『
五
代
簡
要
』
に
あ
り
『
為
家
千
首
』
の
実
作
も
あ
る
場

合
、（
ロ
）『
五
代
簡
要
』
に
は
あ
る
が
『
為
家
千
首
』
の
実
作
は
な
い
場

合
、（
ハ
）『
五
代
簡
要
』
に
な
く
、
従
っ
て
『
為
家
千
首
』
の
実
作
も
な

い
場
合
で
あ
る
。

一
方
、『
古
今
六
帖
』
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
万
葉
歌
句
の
利
用
に
つ

い
て
も
、
先
の
三
つ
の
分
類
と
同
様
に
、（
ニ
）『
五
代
簡
要
』
に
あ
り

『
為
家
千
首
』
の
実
作
も
あ
る
場
合
、（
ホ
）『
五
代
簡
要
』
に
は
あ
る
が

『
為
家
千
首
』
の
実
作
は
な
い
場
合
、（
ヘ
）『
五
代
簡
要
』
に
な
く
、
従

っ
て
『
為
家
千
首
』
の
実
作
も
な
い
場
合
の
三
つ
に
分
け
る
。

こ
れ
ら
六
つ
の
観
点
か
ら
分
類
し
た
上
で
、
鎌
倉
中
期
と
い
う
時
代
性

を
考
慮
し
、
そ
れ
ま
で
に
詠
ま
れ
て
き
た
和
歌
表
現
の
系
譜
や
、
為
家
周

辺
の
歌
人
の
作
歌
に
も
で
き
る
限
り
目
配
り
し
な
が
ら
、
具
体
的
に
用
例

（
�
）

を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

三

分
類
（
イ
）
〈『
古
今
六
帖
』
有
・『
五
代
簡
要
』
有
・

『
為
家
千
首
』
有
〉

ま
ず
、
為
家
が
『
新
撰
六
帖
』
で
用
い
た
万
葉
歌
が
、『
五
代
簡
要
』

『
為
家
千
首
』『
古
今
六
帖
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。

①
『
新
撰
六
帖
』
第
六
帖
、
二
三
九
七
番
「
し
ひ
」

い
つ
の
ま
に
た
れ
た
ね
ま
き
て
か
た
を
か
の
む
か
ひ
の
み
ね
に
し
げ

（
�
）

る
し
ひ
し
ば

こ
の
為
家
歌
は
、
傍
線
部
分
を
、
次
の
『
古
今
六
帖
』
同
題
に
も
載
る
万

葉
歌
に
拠
っ
て
い
る
。
現
存
す
る
『
古
今
六
帖
』
伝
本
で
は
、
わ
ず
か
三

（

）

首
し
か
載
ら
な
い
「
し
ひ
」
題
の
歌
の
中
の
一
首
で
あ
る
。

『
古
今
六
帖
』
第
六
帖
、
四
二
六
一
番
「
し
ひ
」

人
丸

か
た
を
か
の
む
か
ひ
の
み
ね
に
し
ひ
ま
く
は
こ
と
し
の
夏
の
か
げ
に

せ
ん
か
も

『
古
今
六
帖
』
所
収
万
葉
歌
が
、「
こ
と
し
の
夏
の
か
げ
に
せ
ん
」
と
し
て

蒔
い
た
椎
を
、『
新
撰
六
帖
』
で
は
、「
い
つ
の
ま
に
」
誰
が
種
を
蒔
い

て
、「
し
ひ
し
ば
」
が
「
夏
の
か
げ
」
と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
、
時

の
経
過
を
椎
の
繁
り
に
見
出
す
。

こ
の
『
古
今
六
帖
』
所
収
万
葉
歌
は
、
実
は
『
万
葉
集
』
で
は
、
次
の

よ
う
な
訓
に
な
っ
て
い
る
。

『新撰六帖』における為家の万葉歌句摂取

三



『
万
葉
集
』
巻
七
、
一
一
〇
三
（
一
〇
九
九
）
番

カ
タ
ヲ
カ
ノ

コ
ナ
タ
ノ
ミ
ネ
ニ

シ
ヒ
マ
カ
バ

コ
ト
シ
ノ
ナ
ツ
ノ

カ
ゲ
ニ
ナ
ミ
ム
カ

片
岡
之

此
向
峰

椎
蒔
者

今
年
夏
之

陰
尓
将
比
疑

か
た
を
か
の

こ
の
む
か
つ
を
に

し
ひ
ま
か
ば

こ
と
し
の
な
つ

の

か
げ
に
な
ら
む
か

問
題
は
第
二
句
で
、
現
代
の
新
訓
で
は
「
こ
の
む
か
つ
を
に
」、
西
本
願

（

）

寺
本
で
は
「
コ
ナ
タ
ノ
ミ
ネ
ニ
」
と
い
う
よ
う
に
、
訓
の
異
同
が
見
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

『
古
今
六
帖
』
所
収
万
葉
歌
の
「
む
か
ひ
の
み
ね
に
」
の
訓
は
、
元
暦

校
本
や
神
宮
文
庫
本
、
細
井
本
に
あ
り
、
先
に
挙
げ
た
西
本
願
寺
本
に

（

）

も
、「
此
向
」
の
左
に
「
ム
カ
ヒ
古
」
と
い
う
傍
書
が
あ
る
。『
古
今
六

（

）

帖
』
諸
本
本
文
は
安
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
『
万
葉
集
』
伝
本
の
訓
の

流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
定
家
の
『
五
代
簡
要
』
が
、
こ
の
万
葉
歌
を
、『
古
今
六
帖
』

本
文
と
同
一
の
訓
で
引
用
し
て
お
り
、
さ
ら
に
『
為
家
千
首
』
で
は
、
こ

の
万
葉
歌
句
を
用
い
て
作
歌
し
て
い
る
。

（

）

『
五
代
簡
要
』「
か
た
を
か
の

む
か
ひ
の
み
ね
に

し
ゐ
ま
か
は
」

『
為
家
千
首
』
七
八
一
番

か
た
を
か
の
む
か
ひ
の
み
ね
の
し
ひ
し
ば
の
つ
れ
な
き
い
ろ
に
い
く

よ
こ
ふ
ら
ん

『
新
撰
六
帖
』
の
「
し
ひ
し
ば
」
と
い
う
語
も
、
す
で
に
『
為
家
千
首
』

で
用
い
て
い
る
。『
新
撰
六
帖
』
に
お
い
て
、
為
家
が
「
し
ひ
」
題
の
歌

を
詠
も
う
と
す
る
時
、
同
題
に
載
る
こ
の
『
古
今
六
帖
』
所
収
万
葉
歌

は
、
為
家
に
こ
の
万
葉
歌
を
想
起
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
は
な
っ
た
で
あ
ろ

う
。和

歌
表
現
史
に
お
い
て
は
、「
し
ひ
」
題
の
歌
は
決
し
て
多
く
詠
ま
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
歌
語
と
し
て
独
自
の
イ
メ
ー
ジ
を
獲
得
、
発
展

さ
せ
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。『
古
今
六
帖
』
で
も
、
前
述
の

と
お
り
、「
し
ひ
」
題
の
歌
は
三
首
し
か
収
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、『
新
撰
六
帖
』
の
こ
の
為
家
歌
が
、
後

の
『
現
存
和
歌
六
帖
』（
以
下
、『
現
存
六
帖
』）
六
六
七
番
に
も
再
録
さ

れ
る
。「
し
ひ
」
題
の
歌
が
、
六
帖
題
和
歌
に
お
い
て
か
ろ
う
じ
て
命
脈

（

）

を
保
っ
て
い
る
こ
と
に
は
、
留
意
し
て
お
き
た
い
。

同
様
の
例
を
も
う
ひ
と
つ
示
そ
う
。

②
『
新
撰
六
帖
』
第
六
帖
、
二
六
二
七
番
「
も
ず
」

か
ぜ
わ
た
る
を
ば
な
が
す
ゑ
に
鵙
な
き
て
秋
の
さ
か
り
と
見
ゆ
る
野

べ
か
な

こ
の
為
家
歌
の
傍
線
部
が
、
次
の
万
葉
歌
の
上
句
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

『
万
葉
集
』
巻
十
、
二
一
七
一
（
二
一
六
七
）
番

ア
キ
ノ
ノ
ノ

ヲ
バ
ナ
ガ
ス
ヱ
ニ

ナ
ク
モ
ズ
ノ

コ
ヱ
キ
ク
ラ
ム
カ

カ
タ
キ
ク
ワ
ギ
モ

秋
野
之

草
花
我
末

鳴
百
舌
鳥

音
聞
濫
香

片
聞
吾
妹

あ
き
の
の
の

を
ば
な
が
う
れ
に

な
く
も
ず
の

こ
ゑ
き
き
け
む

か

か
た
き
け
わ
ぎ
も

四
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た
だ
し
、
現
代
の
新
訓
で
は
、
第
二
句
を
「
を
ば
な
が
う
れ
に
」
と
す

る
。『
校
本
萬
葉
集
』
で
は
当
該
箇
所
は
い
ず
れ
も
「
す
ゑ
」
で
、
訓
の

異
同
は
見
当
た
ら
な
い
。『
古
来
風
体
抄
』
一
〇
八
番
や
『
五
代
簡
要
』

に
お
い
て
も
、『
万
葉
集
』
本
文
の
「
末
」
を
そ
の
ま
ま
読
ん
だ
「
す
ゑ
」

の
訓
で
あ
る
。

『
五
代
簡
要
』「
お
は
な
か
す
ゑ
に

な
く
も
す
」

為
家
は
、
こ
の
『
五
代
簡
要
』
引
用
本
文
を
中
心
に
、
こ
の
万
葉
歌
の
舞

台
で
あ
る
「
秋
の
野
」
を
も
取
り
入
れ
な
が
ら
作
歌
し
て
い
る
。

「
を
ば
な
」
と
「
も
ず
」
と
の
組
み
合
わ
せ
は
、
こ
の
万
葉
歌
を
発
端

と
す
る
と
見
ら
れ
る
が
、
平
安
期
の
用
例
は
ま
ず
見
当
た
ら
ず
、
鎌
倉
初

期
、『
千
五
百
番
歌
合
』
の
次
の
歌
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。

『
千
五
百
番
歌
合
』
一
七
二
三
番
「
冬
一

八
百
六
十
二
番

右

兼
宗
卿
」

霜
が
れ
の
を
ば
な
が
す
ゑ
に
な
く
も
ず
は
秋
の
な
ご
り
を
と
ふ
に
や

あ
る
ら
ん

そ
し
て
、
後
に
為
家
も
、『
為
家
千
首
』
に
お
い
て
実
作
に
及
ん
で
い
る
。

『
為
家
千
首
』
三
四
八
番

「
秋
二
百
首
」

の
べ
み
れ
ば
を
ば
な
が
す
ゑ
に
も
ず
な
き
て
あ
き
に
な
り
ゆ
く
世
の

け
し
き
か
な

『
為
家
千
首
』
の
為
家
歌
は
、
万
葉
歌
句
を
用
い
て
い
る
と
い
う
点
は
も

ち
ろ
ん
そ
う
で
あ
る
が
、
直
接
的
に
は
、『
千
五
百
番
歌
合
』
の
兼
宗
歌

を
も
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
兼
宗
の
「
秋

の
な
ご
り
」
か
ら
、『
為
家
千
首
』
の
「
あ
き
に
な
り
ゆ
く
」
と
い
う
よ

う
に
、
秋
と
い
う
季
節
の
推
移
を
ず
ら
し
て
作
歌
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
『
新
撰
六
帖
』
で
は
、「
秋
の
さ
か
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
為
家

歌
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
て
い
る
。

こ
の
万
葉
歌
自
体
は
、『
古
今
六
帖
』
に
も
見
出
さ
れ
る
。

『
古
今
六
帖
』
第
六
帖
「
も
ず
」

春
さ
れ
ば
も
ず
の
草
ぐ
き
み
え
ず
と
も
我
は
み
や
ら
ん
君
が
あ
た
り

を
ば
（
四
四
九
一
）

（
マ
マ
）

秋
の
野
の
を
ば
な
が
す
ゑ
に
鳴
く
も
ず
の
こ
ゑ
き
く
む
か
行
聞
く
吾

妹
（
四
四
九
二
）

『
新
撰
六
帖
』
と
同
じ
く
、「
も
ず
」
題
の
歌
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
二
首
の

歌
し
か
収
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
四
四
九
一
番
の
方
も
、
巻
十
、
一
八
九

七
（
一
九
〇
一
）
番
の
万
葉
歌
で
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
の
歌
に
着
目
す
る
か

と
い
う
為
家
の
判
断
に
は
、
も
ち
ろ
ん
歌
の
巧
拙
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、

そ
の
裏
に
は
『
五
代
簡
要
』
引
用
歌
句
で
あ
る
か
否
か
が
作
用
し
た
可
能

性
は
あ
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
為
家
自
身
の
手
に
成
る
か
と
さ
れ
る
『
万
葉

（

）

（

）

集
佳
詞
』
に
も
「
お
ば
な
が
す
ゑ
に
な
く
も
ず
の
こ
ゑ
き
く
と
あ
り
」
と

あ
る
。

さ
て
、『
新
撰
六
帖
』
の
為
家
歌
に
は
、
異
な
る
題
の
万
葉
歌
を
参
考

に
し
た
ら
し
い
例
も
あ
る
。

『新撰六帖』における為家の万葉歌句摂取
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③
『
新
撰
六
帖
』
第
五
帖
、
一
三
五
二
番
「
し
め
」

む
す
ば
ば
や
わ
が
し
め
ゆ
ひ
し
わ
か
草
の
に
ひ
た
ま
く
ら
を
人
に
ふ

る
さ
で

こ
の
『
新
撰
六
帖
』「
し
め
」
題
の
為
家
歌
は
、
傍
線
部
を
次
の
万
葉
歌

の
初
二
句
に
拠
っ
て
い
る
。

『
万
葉
集
』
巻
十
一
、
二
五
四
七
（
二
五
四
二
）
番

ワ
カ
ク
サ
ノ

ニ
ヒ
タ
マ
ク
ラ
ヲ

マ
キ
ソ
メ
テ

ヨ
ヲ
ヤ
ヘ
ダ
テ
ム

ニ
ク
ク
ア
ラ
ナ
ク
ニ

若
草
乃

新
手
枕
乎

巻
始
而

夜
哉
将
間

二
八
十
一
不
在
国

わ
か
く
さ
の

に
ひ
た
ま
く
ら
を

ま
き
そ
め
て

よ
を
や
へ
だ
て

む

に
く
く
あ
ら
な
く
に

俊
成
『
古
来
風
体
抄
』
一
二
八
番
に
も
載
る
こ
の
万
葉
歌
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
傍
線
部
の
歌
句
が
『
五
代
簡
要
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
同

じ
句
を
用
い
た
歌
が
『
為
家
千
首
』
に
見
出
さ
れ
る
。

『
五
代
簡
要
』「
わ
か
く
さ
の

に
ゐ
た
ま
く
ら
を

ま
き
そ
め
て
」

『
為
家
千
首
』
七
〇
五
番
、「
恋
二
百
首
」

け
ふ
む
す
ぶ
に
ひ
た
ま
く
ら
の
わ
か
く
さ
に
さ
て
し
も
つ
ゆ
ぞ
袖
は

ぬ
れ
け
る

こ
の
万
葉
歌
の
表
現
は
、
俊
成
・
定
家
・
為
家
と
い
う
よ
う
に
、
御
子
左

家
三
代
に
そ
れ
ぞ
れ
着
目
さ
れ
て
き
た
表
現
と
見
做
さ
れ
よ
う
。

『
古
今
六
帖
』
に
お
い
て
は
、
第
五
帖
「
一
夜
へ
だ
つ
」
題
に
、
こ
の

万
葉
歌
は
配
さ
れ
て
い
る
。

『
古
今
六
帖
』
第
五
帖
、
二
七
四
九
番
「
一
夜
へ
だ
つ
」

わ
か
く
さ
の
に
ひ
た
ま
く
ら
を
ま
き
そ
め
て
よ
を
や
へ
だ
て
ん
に
く

か
ら
な
く
に

為
家
は
、「
し
め
」
題
の
歌
を
、
新
妻
を
独
り
占
め
し
た
い
と
い
う
発
想

か
ら
連
想
の
糸
を
た
ぐ
り
、
万
葉
歌
の
「
わ
か
く
さ
の
」「
に
ひ
た
ま
く

ら
」
と
い
う
表
現
に
思
い
を
巡
ら
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
万
葉
歌
句
は
、『
新
撰
六
帖
』
成
立
ま
で
の
用
例
と

し
て
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
次
の
『
楢
葉
和
歌
集
』（
一
二
三
七
年
成

立
）
と
、『
新
撰
六
帖
』「
た
ま
く
ら
」
題
の
家
良
歌
を
わ
ず
か
に
見
出
す

の
み
で
あ
る
。

『
楢
葉
和
歌
集
』
六
二
五
番
「
た
び
の
歌
の
な
か
に
湛
俊
法
師
」

わ
か
く
さ
の
に
ひ
た
ま
く
ら
の
ゆ
ふ
つ
ゆ
に
月
も
や
ど
か
る
む
さ
し

の
の
は
ら

『
新
撰
六
帖
』
第
五
帖
、
一
七
〇
一
番
「
た
ま
く
ら
」
家
良

あ
だ
に
お
く
露
も
ち
ら
す
な
わ
か
草
の
に
ひ
た
ま
く
ら
の
か
は
す
ば

か
り
を

ち
な
み
に
、
右
の
『
新
撰
六
帖
』
歌
の
作
者
、
家
良
は
、
為
家
に
次
い
で

（

）

『
新
撰
六
帖
』
を
詠
作
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
家
良
が
こ
の
万
葉
表

現
を
「
た
ま
く
ら
」
題
の
歌
に
用
い
た
の
は
、
あ
る
い
は
、
為
家
の
「
た

ま
く
ら
」
詠
に
こ
の
歌
句
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
た
上
で
の

（

）

こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、『
古
今
六
帖
』
の
「
一
夜
へ
だ
つ
」
題
に
対
応
す
る
、『
新
撰
六

六
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帖
』
の
「
一
夜
へ
だ
て
た
る
」
題
に
お
け
る
為
家
歌
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。『

新
撰
六
帖
』
第
五
帖
、
一
四
一
七
番
「
一
夜
へ
だ
て
た
る
」

あ
ふ
こ
と
の
あ
し
の
か
り
ね
よ
ふ
た
夜
と
は
見
え
も
み
え
ず
も
つ
づ

か
ざ
り
け
り

こ
こ
で
詠
ま
れ
て
い
る
「
あ
し
の
か
り
ね
」
と
い
え
ば
、
次
の
『
百
人
一

首
』
八
八
番
の
他
、『
定
家
八
代
抄
』
一
〇
七
〇
番
に
も
採
ら
れ
た
『
千

載
集
』
の
歌
が
想
起
さ
れ
よ
う
。

『
千
載
集
』
巻
第
十
三
恋
歌
三
、
八
〇
七
番

摂
政
右
大
臣
の
時
の
家
の
歌
合
に
、
旅
宿
逢
恋
と
い
へ
る
こ
こ

ろ
を
よ
め
る

皇
嘉
門
院
別
当

な
に
は
え
の
あ
し
の
か
り
ね
の
一
よ
ゆ
ゑ
み
を
つ
く
し
て
や
恋
ひ
わ

た
る
べ
き

ま
た
、
俊
成
に
も
、『
新
古
今
集
』
に
採
ら
れ
た
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

『
新
古
今
集
』
巻
第
十
羈
旅
歌
、
九
三
二
番
（『
定
家
八
代
抄
』
八

二
五
番
に
も
）

守
覚
法
親
王
家
に
、
五
十
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
旅
歌

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

夏
か
り
の
あ
し
の
か
り
ね
も
あ
は
れ
な
り
た
ま
え
の
月
の
明
が
た
の

空

為
家
は
、「
わ
か
く
さ
の
に
ひ
た
ま
く
ら
」
と
同
様
に
、
御
子
左
家
で
よ

く
用
い
ら
れ
て
い
る
「
あ
し
の
か
り
ね
」
を
、『
新
撰
六
帖
』
の
「
一
夜

へ
だ
て
た
る
」
詠
に
用
い
、「
わ
か
く
さ
の
…
…
」
の
方
は
、
別
の
歌
題

に
用
い
る
と
い
う
よ
う
に
、
表
現
の
割
り
振
り
を
考
え
て
い
た
と
も
捉
え

得
る
だ
ろ
う
。「
あ
し
の
か
り
ね
」
の
歌
は
、『
新
撰
六
帖
』
以
後
も
、
為

（

）

家
に
よ
る
実
作
が
『
為
家
集
』
に
見
出
さ
れ
る
。

四

分
類
（
ロ
）
〈『
古
今
六
帖
』
有
・『
五
代
簡
要
』
有
・

『
為
家
千
首
』
無
〉

次
は
、『
為
家
千
首
』
に
は
実
作
例
は
な
い
が
、『
五
代
簡
要
』『
古
今

六
帖
』
が
と
も
に
収
め
て
い
る
万
葉
歌
句
の
利
用
で
あ
る
。

④
『
新
撰
六
帖
』
第
六
帖
、
一
九
四
二
番
「
に
こ
草
」

あ
し
が
き
の
な
か
の
に
こ
草
ま
ぢ
か
く
て
し
げ
る
思
ひ
の
ほ
ど
は
し

ら
な
ん

こ
の
「
に
こ
草
」
題
の
為
家
歌
は
、
次
の
万
葉
歌
の
初
二
句
を
、
句
の
位

置
も
そ
の
ま
ま
傍
線
部
に
用
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、『
五
代
簡
要
』
に
お

け
る
引
用
歌
句
で
も
あ
る
。

『
万
葉
集
』
巻
十
一
、
二
七
七
二
（
二
七
六
二
）
番

ア
シ
カ
キ
ノ

ナ
カ
ノ
ニ
コ
グ
サ

ニ
コ
ヨ
カ
ニ

ワ
レ
ト
ヱ
ミ
シ
テ

ヒ
ト
ニ
シ
ラ
ル
ナ

蘆
垣
之

中
之
似
児
草

尓
故
余
漢

我
共
咲
為
而

人
尓
所
知
名

あ
し
か
き
の

な
か
の
に
こ
ぐ
さ

に
こ
よ
か
に

わ
れ
と
ゑ
ま
し

て

ひ
と
に
し
ら
ゆ
な

『新撰六帖』における為家の万葉歌句摂取
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『
五
代
簡
要
』「
あ
し
か
き
の

な
か
の
に
こ
く
さ
」

『
古
今
六
帖
』
で
は
、
同
じ
「
に
こ
ぐ
さ
」
題
の
歌
、
三
首
中
の
一
首
と

し
て
収
め
ら
れ
る
。

『
古
今
六
帖
』
第
六
帖
「
に
こ
ぐ
さ
」

い
く
し
か
を
と
む
る
か
は
べ
の
に
こ
ぐ
さ
の
み
わ
か
き
が
う
へ
に
さ

ね
し
こ
と
は
も
（
三
五
七
九
）

あ
し
が
き
の
な
か
の
に
こ
ぐ
さ
に
こ
よ
か
に
わ
れ
と
よ
み
し
て
人
に

し
ら
る
な
（
三
五
八
〇
）

秋
風
に
な
び
く
か
は
べ
の
に
こ
ぐ
さ
の
に
こ
よ
か
に
し
も
お
も
ほ
ゆ

る
か
な
（
三
五
八
一
）

実
は
、
三
五
七
九
番
は
、『
万
葉
集
』
巻
十
八
、
三
八
九
六
（
三
八
七
四
）

番
、
ま
た
、
三
五
八
一
番
は
、『
万
葉
集
』
巻
二
十
、
四
三
三
三
（
四
三

〇
九
）
番
の
歌
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
の
歌
句
は
『
五
代
簡
要
』
に
は

引
用
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
も
そ
も
「
に
こ
ぐ
さ
」
の
用
例
は
ご
く
少
な
い
。
為
家
の
実
作
と
し

て
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
を
検
す
る
限
り
、
こ
の
『
新
撰
六
帖
』
を
俟

た
ね
ば
な
ら
な
い
。
為
家
が
こ
の
歌
を
詠
ん
だ
の
も
、「
に
こ
草
」
題
が

六
帖
題
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ど
う
や
ら

『
古
今
六
帖
』
は
、
そ
の
作
歌
の
素
材
と
し
て
、
為
家
に
『
五
代
簡
要
』

所
載
万
葉
歌
句
を
思
い
起
こ
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、『
新
撰
六
帖
』
の
後
に
編
纂
さ
れ
た
『
現
存
六
帖
』
で
も
、
明

珍
法
師
が
、「
に
こ
草
」
題
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
が
、
為
家
と
同
じ
歌
句

に
着
目
し
て
い
る
。

『
現
存
六
帖
』
三
五
番
「
に
こ
草
」
明
珍
法
師

（『
現
存
和
歌
六
帖
抜
粋
本
』
二
六
八
番
に
も
）

我
が
お
も
ふ
人
し
る
ら
め
や
あ
し
が
き
の
な
か
の
に
こ
ぐ
さ
し
た
に

も
ゆ
と
も

つ
ま
り
、「
あ
し
が
き
の

に
こ
く
さ
」
詠
は
、『
万
葉
集
』
以
降
、『
夫

（

）

木
和
歌
抄
』
に
お
け
る
再
録
を
除
け
ば
、
六
帖
題
和
歌
に
の
み
継
承
さ
れ

た
歌
句
と
言
え
よ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、『
古
今
六
帖
』
所
収
万
葉
歌
の
本
文
は
、
時
と
し
て
、
万

（

）

葉
仮
名
表
記
か
ら
離
れ
た
本
文
を
取
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、『
新

撰
六
帖
』
の
為
家
は
、『
古
今
六
帖
』
を
採
る
と
い
う
よ
り
も
、『
五
代
簡

要
』
引
用
本
文
を
念
頭
に
作
歌
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

⑤
『
新
撰
六
帖
』
第
六
帖
、
二
三
八
七
番
「
た
ち
花
」

た
ち
花
の
か
を
か
ぐ
は
し
み
ち
る
花
に
か
げ
ふ
む
み
ち
は
ゆ
き
も
や

ら
れ
ず

右
の
為
家
歌
は
、
傍
線
部
を
次
の
万
葉
歌
に
拠
る
と
見
ら
れ
る
。

『
万
葉
集
』
巻
二
、
一
二
五
（
一
二
五
）
番
（
三
方
沙
弥
）

タ
チ
バ
ナ
ノ

カ
ゲ
フ
ム
ミ
チ
ノ

ヤ
チ
マ
タ
ニ

モ
ノ
ヲ
ゾ
オ
モ
フ

イ
モ
ニ
ア
ハ
ズ
シ
テ

橘
之

蔭
履
路
乃

八
衢
尓

物
乎
曽
念

妹
尓
不
相
而

た
ち
ば
な
の

か
げ
ふ
む
み
ち
の

や
ち
ま
た
に

も
の
を
ぞ
お
も

ふ

い
も
に
あ
は
ず
し
て

八
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『
校
本
萬
葉
集
』
で
は
、
傍
線
部
に
問
題
と
な
る
異
同
は
見
当
た
ら
な
い
。

だ
が
、『
古
今
六
帖
』
で
は
、
当
該
第
二
句
の
本
文
は
、
万
葉
歌
と
は

異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
古
今
六
帖
』
第
六
帖
、
四
二
五
八
番
「
た
ち
ば
な
」

た
ち
ば
な
の
も
と
に
か
げ
ふ
む
や
と
ま
た
に
物
を
ぞ
お
も
ふ
人
に
し

ら
れ
ず

『
古
今
六
帖
』
諸
本
に
お
い
て
は
、
写
本
は
一
様
に
「
も
と
に
か
け
ふ
む
」

で
あ
る
。
だ
が
、
寛
文
九
年
版
本
は
「
か
け
ふ
む
道
の
」
と
い
う
よ
う

に
、
万
葉
本
文
に
一
致
す
る
。
版
本
は
、
後
に
万
葉
本
文
に
よ
っ
て
校
訂

（

）

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
万
葉
歌
は
、『
五
代
簡
要
』
に
も
歌
句
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

『
五
代
簡
要
』「
た
ち
は
な
の

か
け
ふ
む
み
ち
」

こ
の
『
五
代
簡
要
』
引
用
本
文
が
、
為
家
の
念
頭
に
あ
っ
た
可
能
性
は
大

き
か
ろ
う
。『
新
撰
六
帖
』
詠
作
以
前
に
、
こ
れ
ら
の
句
を
、
為
家
が
実

作
に
用
い
た
例
は
、
未
だ
管
見
に
入
ら
な
い
。『
古
今
六
帖
』
の
「
た
ち

ば
な
」
題
の
歌
は
、
四
二
五
〇
番
か
ら
四
二
五
九
番
の
全
部
で
十
首
列
挙

さ
れ
て
い
る
が
、
為
家
が
、
そ
の
中
か
ら
当
該
万
葉
歌
に
着
目
し
た
と
し

て
も
、『
古
今
六
帖
』
写
本
系
本
文
で
は
な
く
、『
五
代
簡
要
』
引
用
歌
句

で
享
受
し
て
い
る
。

次
は
、「
と
も
し
火
の

か
げ
に
か
が
よ
ふ
」
と
い
う
歌
句
に
着
目
し

よ
う
。
和
歌
表
現
と
し
て
き
わ
め
て
稀
な
表
現
で
あ
る
が
、『
新
撰
六
帖
』

の
為
家
歌
で
は
、
次
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

⑥
『
新
撰
六
帖
』
第
六
帖
、
二
二
三
二
番
「
な
つ
む
し
」

は
か
な
さ
の
た
ぐ
ひ
も
か
な
し
と
も
し
火
の
か
げ
に
か
が
よ
ふ
夜
は

の
な
つ
虫

為
家
が
詠
ん
だ
こ
の
「
な
つ
む
し
」
題
の
歌
は
、
後
に
『
現
存
六
帖
』
三

二
四
番
に
も
同
題
に
再
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
傍
線
部
の
歌
句
は
次
の

万
葉
歌
に
拠
り
、『
五
代
簡
要
』
も
そ
の
部
分
を
引
用
す
る
。

『
万
葉
集
』
巻
十
一
、
二
六
五
〇
（
二
六
四
二
）
番

ト
モ
シ
ビ
ノ

カ
ゲ
ニ
カ
ガ
ヨ
フ

ウ
ツ
セ
ミ
ノ

イ
モ
ガ
ヱ
メ
リ
シ

オ
モ
カ
ゲ
ニ
ミ
ユ

灯
之

陰
尓
蚊
蛾
欲
布

虚
蝉
之

妹
蛾
咲
状
思

面
影
尓
所
見

と
も
し
び
の

か
げ
に
か
が
よ
ふ

う
つ
せ
み
の

い
も
が
ゑ
ま
ひ

し

お
も
か
げ
に
み
ゆ

『
五
代
簡
要
』「
と
も
し
火
の

か
け
に
か
か
よ
ふ

う
つ
せ
み
」

『
新
撰
六
帖
』
で
は
、
万
葉
歌
の
「
う
つ
せ
み
」
を
、
歌
題
の
「
な
つ

む
し
」
に
代
え
て
詠
ん
で
い
る
。
為
家
が
歌
材
と
し
て
こ
の
万
葉
歌
句
を

認
識
し
た
の
は
、
ま
ず
『
五
代
簡
要
』
だ
ろ
う
が
、『
新
撰
六
帖
』
に
至

る
間
の
実
作
は
未
だ
見
当
た
ら
な
い
。

こ
の
歌
句
は
、『
古
今
六
帖
』
で
は
「
お
も
か
げ
」
題
に
見
え
る
。

『
古
今
六
帖
』
第
四
帖
、
二
〇
六
六
「
お
も
か
げ
」

と
も
し
び
の
か
げ
に
か
が
よ
ふ
う
つ
せ
み
の
い
も
が
お

（

マ

マ

）

も
か
げ
こ
お
風
ゆ

写
本
系
伝
本
で
は
下
句
の
本
文
が
乱
れ
て
い
る
が
、「
と
も
し
び
の
」「
か

『新撰六帖』における為家の万葉歌句摂取
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げ
に
か
が
よ
ふ
」
と
い
う
き
わ
め
て
珍
し
い
万
葉
表
現
が
、
六
帖
題
和
歌

に
よ
り
か
ろ
う
じ
て
継
承
さ
れ
て
い
る
さ
ま
が
窺
え
る
。

五

分
類
（
ハ
）
〈『
古
今
六
帖
』
有
・『
五
代
簡
要
』
無
・

『
為
家
千
首
』
無
〉

こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
（
イ
）（
ロ
）
の
場
合
は
、『
新
撰
六
帖
』

為
家
歌
が
、
い
ず
れ
も
『
五
代
簡
要
』
に
引
用
さ
れ
た
万
葉
歌
句
を
用
い

て
い
る
例
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、『
五
代
簡
要
』
に
引
用
さ
れ
ず
、

従
っ
て
、『
為
家
千
首
』
に
も
実
作
が
な
い
万
葉
歌
句
が
、『
古
今
六
帖
』

に
は
収
め
ら
れ
、
為
家
の
『
新
撰
六
帖
』
歌
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例
は
、

為
家
の
歌
作
り
に
お
け
る
『
古
今
六
帖
』
本
文
の
位
置
を
、
よ
り
明
確
に

示
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
次
の
例
で
あ
る
。

⑦
『
新
撰
六
帖
』
第
六
帖
、
二
五
二
二
番
「
あ
せ
み
」

た
き
の
う
へ
の
あ
せ
み
の
花
の
あ
せ
水
に
な
が
れ
て
く
い
よ
つ
み
の

む
く
ひ
を

傍
線
部
は
、
次
の
万
葉
歌
の
第
三
句
、
第
四
句
に
依
拠
し
た
も
の
と
見
ら

れ
る
が
、
歌
題
に
も
な
っ
て
い
る
語
「
あ
せ
み
」
に
つ
い
て
、『
万
葉
集
』

諸
本
に
本
文
異
同
が
生
じ
て
い
る
。

『
万
葉
集
』
巻
十
、
一
八
七
二
（
一
八
六
八
）
番

カ
ハ
ヅ
ナ
ク

ヨ
シ
ノ
ノ
カ
ハ
ノ

タ
キ
ノ
ウ
ヘ
ノ

ツ
ツ
ジ
ノ
ハ
ナ
ゾ

オ
ク
ニ
マ
モ
ナ
キ

川
津
鳴

吉
野
河
之

滝
上
乃

馬
酔
之
花
曽

置
末
勿
勤

か
は
づ
な
く

よ
し
の
の
か
は
の

た
き
の
う
へ
の

あ
し
び
の
は

な
ぞ

は
し
に
お
く
な
ゆ
め

す
な
わ
ち
、
現
代
の
新
訓
で
は
「
あ
し
び
」
で
あ
る
が
、『
校
本
萬
葉
集
』

に
拠
れ
ば
、
底
本
の
寛
永
二
十
年
版
本
は
「
ツ
ヽ
シ
」
と
訓
む
一
方
で
、

類
聚
古
集
・
神
宮
文
庫
本
の
本
行
は
「
あ
せ
ひ
」、
大
矢
本
・
京
都
大
学

本
も
「
馬
酔
」
の
左
に
「
あ
せ
み
」
と
傍
書
さ
れ
、
さ
ら
に
は
廣
瀬
本
の

片
仮
名
別
提
訓
も
「
ア
セ
ミ
」
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、『
古
今
六
帖
』
は
、
類
聚
古
集
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
あ
せ

み
」
を
歌
題
と
し
て
、
三
首
の
和
歌
を
収
め
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
首

（

）

が
、
前
掲
の
万
葉
歌
で
あ
っ
た
。

『
古
今
六
帖
』
第
六
帖
「
あ
せ
み
」

か
は
づ
鳴
く
よ
し
野
の
か
は
の
た
き
の
上
の
あ
せ
み
の
花
ぞ
て
な
ふ

れ
そ
ゆ
め
（
四
三
一
九
）

我
が
せ
こ
に
わ
が
こ
ふ
ら
く
は
お
く
や
ま
の
あ
せ
み
の
は
な
の
今
さ

か
り
な
り
（
四
三
二
〇
）

は
る
や
ま
の
あ
せ
み
の
は
な
の
に
く
か
ら
ぬ
君
に
は
し
ゑ
や
よ
り
ぬ

と
も
よ
し
（
四
三
二
一
）

『
古
今
六
帖
』
諸
本
本
文
は
、「
あ
せ
み
の
花
（
は
な
）」
で
ほ
ぼ
異
同
は

（

）

な
く
、
歌
題
の
「
あ
せ
み
」
が
、
こ
こ
で
は
、
和
歌
本
文
自
体
を
固
定
す

る
役
割
を
も
担
っ
て
い
る
。
為
家
は
、『
新
撰
六
帖
』
で
、「
た
き
の
う
へ

の

あ
せ
み
の
花
」
と
い
う
表
現
を
用
い
、「
あ
せ
み
の
花
」
か
ら
同
音

一
〇
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（

）

の
「
あ
せ
水
」
を
導
く
こ
と
で
、
上
句
を
仕
立
て
て
い
る
。

ま
た
、『
新
編
国
歌
大
観
』
を
検
し
て
も
、『
新
撰
六
帖
』
の
為
家
歌
に

至
る
ま
で
、「
た
き
の
う
へ
の

あ
せ
み
の
花
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た

例
は
、
未
だ
管
見
に
入
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
為
家
が
こ
の
万
葉
歌
に

着
目
し
た
き
っ
か
け
を
、『
古
今
六
帖
』
の
同
題
歌
に
求
め
る
余
地
は
あ

る
で
あ
ろ
う
。

次
の
「
に
ほ
」
題
の
歌
も
同
様
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

⑧
『
新
撰
六
帖
』
第
三
帖
、
九
四
二
番
「
に
ほ
」

ふ
ね
か
よ
ふ
あ
し
ま
に
す
だ
く
に
ほ
ど
り
の
う
く
も
し
づ
む
も
わ
が

こ
こ
ろ
か
は

為
家
の
こ
の
歌
の
傍
線
部
は
、
次
の
万
葉
歌
句
に
由
来
し
よ
う
。

『
万
葉
集
』
巻
四
、
七
二
八
（
七
二
五
）
番

ニ
ホ
ド
リ
ノ

カ
ヅ
ク
（
ス
ガ
ク
）
イ
ケ
ミ
ヅ

コ
コ
ロ
ア
ラ
バ

キ
ミ
ニ
ワ
ガ
コ
ヒ

コ
コ
ロ
シ
メ
サ
ネ

二
宝
鳥
乃

潜

池

水

情
有
者

君
尓
吾
恋

情
示
左
祢

に
ほ
ど
り
の

か
づ
く
い
け
み
づ

こ
こ
ろ
あ
ら
ば

き
み
に
あ
が

こ
ふ
る

こ
こ
ろ
し
め
さ
ね

た
だ
し
、
第
二
句
の
「
か
づ
く
」
は
、
類
聚
古
集
や
神
宮
文
庫
本
に
「
す

（

）

た
く
（
ス
タ
ク
）」
の
訓
を
見
出
す
。
こ
れ
は
、『
古
今
六
帖
』
所
載
本
文

と
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
古
今
六
帖
』
第
三
帖
、
一
五
〇
三
番
「
に
ほ
」

に
ほ
ど
り
の
す
だ
く
い
け
み
づ
心
あ
ら
ば
き
み
に
わ
が
こ
ひ
こ
こ
ろ

し
め
さ
ね

『
古
今
六
帖
』
諸
本
本
文
は
、
い
ず
れ
も
「
す
た
く
」
で
、
安
定
し
た
本

文
を
保
っ
て
い
る
。「
潜
」
の
字
は
、
現
代
の
新
訓
で
は
「
か
づ
く
」
と

読
ん
で
お
り
、
万
葉
仮
名
表
記
の
訓
と
し
て
は
適
切
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を

「
す
だ
く
」
と
読
む
の
は
、
文
字
が
有
す
る
意
味
か
ら
外
れ
る
が
、
こ
れ

（

）

が
い
わ
ゆ
る
平
安
万
葉
の
姿
で
あ
ろ
う
。『
五
代
簡
要
』
に
引
用
さ
れ
な

い
こ
の
歌
句
も
、『
新
撰
六
帖
』
の
為
家
歌
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

「
す
だ
く
」
本
文
の
流
れ
を
汲
ん
で
詠
ま
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

な
お
、
和
歌
表
現
と
し
て
、「
に
ほ
ど
り
」
は
、「
す
だ
く
」
か
、
そ
れ

と
も
「
か
づ
く
」
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、『
堀
河
百
首
』「
杜
若
」

題
に
見
え
る
、
次
の
連
続
す
る
二
首
の
歌
が
示
唆
的
で
あ
る
。

『
堀
河
百
首
』
二
六
三
・
二
六
四
番
「
杜
若
」

に
ほ
鳥
の
か
づ
く
池
辺
の
か
き
つ
ば
た
是
こ
そ
夏
の
へ
だ
て
な
り
け

れ
（
仲
実
）

に
ほ
鳥
の
す
だ
く
み
ぬ
ま
の
杜
若
人
へ
だ
つ
べ
き
わ
が
心
か
な
（
俊

頼
）

十
二
世
紀
初
頭
に
は
、
ど
う
や
ら
両
用
が
流
布
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
次
の
「
を
は
ぎ
」
題
の
歌
で
も
、
六
帖
題
和
歌
が
か
ろ
う
じ

て
歌
語
の
命
脈
を
継
承
し
た
跡
が
見
え
る
。

⑨
『
新
撰
六
帖
』
第
六
帖
、
二
一
四
二
番
「
を
は
ぎ
」

か
す
が
野
は
を
は
ぎ
つ
み
け
り
な
ら
山
の
こ
の
は
る
か
ぜ
の
ゆ
る
く

吹
く
ら
し

『新撰六帖』における為家の万葉歌句摂取
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（

）

後
の
『
現
存
六
帖
』
に
も
収
め
ら
れ
た
為
家
歌
で
あ
る
。
初
句
と
第
二
句

の
傍
線
部
は
、
次
の
『
古
今
六
帖
』
所
収
万
葉
歌
に
一
致
す
る
。

（

）

『
古
今
六
帖
』
第
六
帖
、
三
九
一
九
番
「
を
は
き
」

か
す
が
野
に
け
ぶ
り
た
つ
み
ゆ
を
と
め
ご
し
は
る
の
の
お
は
ぎ
つ
み

て
く
る
ら
し

『
古
今
六
帖
』
で
は
、
唯
一
の
「
を
は
ぎ
」
題
の
歌
で
あ
る
。
遡
っ
て
万

葉
歌
を
見
て
み
よ
う
。

『
万
葉
集
』
巻
十
、
一
八
八
三
（
一
八
七
九
）
番

詠
レ

煙

カ
ス
ガ
ノ
ニ

ケ
ブ
リ
タ
ツ
ミ
ユ

ヲ
ト
メ
ラ
シ

ハ
ル
ノ
ノ
オ
ハ
ギ

ツ
ミ
テ
ニ
ラ

春
日
野
尓

煙
立
所
見

�
嬬
等
四

春
野
之
菟
芽
子

採
而
煮
良

シ

モ
思
文

か
す
が
の
に

け
ぶ
り
た
つ
み
ゆ

を
と
め
ら
し

は
る
の
の
う
は

ぎ

つ
み
て
に
ら
し
も

肝
心
の
「
莵
芽
子
」
の
訓
は
、
現
代
の
新
訓
で
は
「
う
は
ぎ
」
で
あ
る

（

）

が
、『
万
葉
集
』
諸
本
は
「
ヲ
ハ
キ
」
で
あ
り
、『
古
今
六
帖
』
の
歌
題
お

よ
び
和
歌
本
文
に
通
じ
る
。
ま
た
、『
新
撰
六
帖
』
以
前
に
、
為
家
が
こ

の
歌
句
を
実
作
に
用
い
た
形
跡
は
、
現
時
点
で
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
う

す
る
と
、
六
帖
題
と
『
古
今
六
帖
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
わ
ず
か
一
首
の

「
を
は
ぎ
」
題
の
万
葉
歌
に
よ
っ
て
、
為
家
が
、
新
た
な
万
葉
歌
句
に
目

を
向
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
見
方
も
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、「
か
す
が
野
」
で
「
を
は
ぎ
」
を
「
つ
む
」
と
い
う
初
二
句
以

外
に
も
、
万
葉
歌
と
の
関
係
に
お
い
て
想
起
す
べ
き
表
現
が
あ
る
。
ま

ず
、
次
の
『
古
今
六
帖
』「
は
る
の
か
ぜ
」
題
の
歌
を
見
よ
う
。

『
古
今
六
帖
』
第
一
帖
、
三
八
八
番
「
は
る
の
か
ぜ
」

春
風
の
い
た
く
ふ
く
ら
し
な
だ
の
あ
ま
の
つ
り
す
る
小
舟
さ
し
か
へ

る
み
ゆ

こ
の
歌
の
初
二
句
「
春
風
の
…
…
ふ
く
ら
し
」
と
い
う
表
現
は
、
為
家
の

こ
の
「
を
は
ぎ
」
題
の
歌
の
下
句
の
骨
組
み
に
相
当
す
る
。『
古
今
六
帖
』

の
「
い
た
く
」
吹
く
風
と
は
対
照
的
に
、『
新
撰
六
帖
』
の
春
風
は
、「
ゆ

る
く
」
吹
く
ら
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
歌
は
、『
万
葉
集
』
で
は
、「
は
る
か
ぜ
」
を
「
あ
ゆ

の
か
ぜ
」
と
訓
じ
て
い
る
。

『
万
葉
集
』
巻
十
七
、
四
〇
四
一
（
四
〇
一
七
）
番

ア
ユ
ノ
カ
ゼ

ア

ユ

ノ

カ

ゼ

イ

タ

ク

フ

ク

ラ

シ

東
風
〈
越
俗
語
東
風
謂
二

之
安
由
乃
可
是
一

也
〉
伊
多
久
布
久
良
之

ナ

ゴ

ノ

ア

マ

ノ

ツ

リ

ス

ル

ヲ

ブ

ネ

コ

ギ

カ

ク

ル

ミ

ユ

奈
呉
乃
安
麻
能

都
利
須
流
乎
夫
祢

許
芸
可
久
流
見
由

あ
ゆ
の
か
ぜ

い
た
く
ふ
く
ら
し

な
ご
の
あ
ま
の

つ
り
す
る
を

ぶ
ね

こ
ぎ
か
く
る
み
ゆ

そ
し
て
『
五
代
簡
要
』
が
引
用
す
る
の
は
、
こ
の
万
葉
歌
の
初
句
と
、
第

三
句
で
あ
る
。

『
五
代
簡
要
』「
あ
ゆ
の
風

な
こ
の
あ
ま
」

「
東
風
」
を
、『
万
葉
集
』
で
は
「
あ
ゆ
の
か
ぜ
」
の
読
ま
せ
た
い
と
こ
ろ

の
よ
う
だ
が
、『
新
撰
六
帖
』
の
為
家
は
、『
古
今
六
帖
』
の
題
や
本
文
と

同
じ
「
は
る
か
ぜ
」
を
用
い
る
。「
こ
の
は
る
か
ぜ
の
」
と
い
う
七
音
句

一
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に
当
て
は
め
る
と
い
う
都
合
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、『
五
代
簡
要
』
が

「
あ
ゆ
の
風
」
と
い
う
句
を
引
用
し
て
い
る
だ
け
に
、
為
家
が
そ
れ
を
そ

の
ま
ま
用
い
て
い
な
い
点
に
は
留
意
し
た
い
。

こ
の
よ
う
に
、『
五
代
簡
要
』
に
引
用
さ
れ
た
万
葉
歌
で
あ
っ
て
も
、

為
家
が
、
引
用
部
分
以
外
の
歌
句
を
取
り
入
れ
て
歌
作
し
た
例
は
他
に
も

あ
る
。「
か
も
」
題
の
歌
で
あ
る
。

⑩
『
新
撰
六
帖
』
第
三
帖
、
九
三
七
番
「
か
も
」

ひ
く
る
れ
ば
や
ま
か
げ
く
だ
る
か
は
あ
し
の
う
き
ね
を
さ
む
み
か
も

ぞ
な
く
な
る

傍
線
部
は
、
次
の
万
葉
歌
に
拠
る
。『
新
古
今
集
』
六
五
四
番
に
も
再
録

さ
れ
る
歌
で
あ
る
。

『
万
葉
集
』
巻
三
、
三
七
八
（
三
七
五
）
番

湯
原
王
芳
野
作
歌
一
首

ヨ
シ
ノ
ナ
ル

ナ
ツ
ミ
ノ
カ
ハ
ノ

カ
ハ
ヨ
ド
ニ

カ
モ
ゾ
ナ
ク
ナ
ル

ヤ
マ
カ
ゲ
ニ
シ
テ

吉
野
尓
有

夏
実
之
河
乃

川
余
杼
尓

鴨
曽
鳴
成

山
影
尓
之
弖

よ
し
の
に
あ
る

な
つ
み
の
か
は
の

か
は
よ
ど
に

か
も
ぞ
な
く

な
る

や
ま
か
げ
に
し
て

そ
し
て
『
五
代
簡
要
』
は
、『
新
撰
六
帖
』
で
為
家
が
取
り
入
れ
て
い
な

い
、
万
葉
歌
の
初
二
句
を
引
用
す
る
の
で
あ
る
。

『
五
代
簡
要
』「
よ
し
の
な
る

な
つ
み
の
か
は
」

た
だ
し
、『
五
代
簡
要
』
が
引
用
す
る
句
の
実
作
例
は
、『
新
編
国
歌
大

観
』
の
範
囲
内
で
は
あ
る
が
、
為
家
は
お
ろ
か
定
家
に
も
未
見
で
あ
る
。

先
の
『
新
撰
六
帖
』
⑨
の
考
察
で
取
り
上
げ
た
『
五
代
簡
要
』
も
、
特
殊

語
彙
や
地
名
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
類
の
歌
句
は
、
覚
え
書
き
が
あ
る
と
し

て
も
、
や
は
り
実
作
に
は
用
い
に
く
い
と
い
っ
た
面
が
あ
り
そ
う
で
あ

る
。『

古
今
六
帖
』
で
は
、「
か
も
」
題
の
歌
、
一
四
八
三
番
か
ら
一
四
九
六

番
の
全
十
四
首
中
の
一
首
と
し
て
、
こ
の
万
葉
歌
を
挙
げ
て
い
る
。

『
古
今
六
帖
』
第
三
帖
、
一
四
九
一
番
「
か
も
」

よ
し
の
な
る
な
つ
み
の
か
は
の
か
は
よ
ど
に
か
も
ぞ
鳴
く
な
る
山
か

げ
に
し
て

為
家
が
、『
五
代
簡
要
』
で
引
用
さ
れ
て
い
な
い
「
か
も
ぞ
な
く
な
る
」

「
や
ま
か
げ
」
の
部
分
を
利
用
し
て
実
作
す
る
に
は
、
や
は
り
、
こ
の

『
古
今
六
帖
』
所
収
万
葉
歌
の
存
在
は
見
逃
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
為
家
に
は
、『
五
代
簡
要
』
に
な
い
万
葉
歌
句
で
も
、
異
な
る

題
の
『
古
今
六
帖
』
歌
を
念
頭
に
詠
作
に
臨
ん
だ
と
思
し
き
『
新
撰
六

帖
』
歌
が
あ
る
。
次
は
、『
古
今
六
帖
』「
夏
草
」
題
の
万
葉
歌
の
表
現

を
、『
新
撰
六
帖
』
で
は
「
な
つ
の
の
」
題
に
用
い
た
例
で
あ
る
。

⑪
『
新
撰
六
帖
』
第
二
帖
、
六
七
二
番
「
な
つ
の
の
」

う
く
つ
ら
き
世
の
人
ご
と
に
く
ら
ぶ
れ
ば
夏
野
の
草
は
し
げ
し
と
も

み
ず

こ
の
為
家
歌
の
傍
線
部
分
は
、
次
の
万
葉
歌
の
上
句
に
拠
る
と
見
ら
れ

る
。

『新撰六帖』における為家の万葉歌句摂取

一
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『
万
葉
集
』
巻
十
、
一
九
八
七
（
一
九
八
三
）
番

寄
レ

草

ヒ
ト
ゴ
ト
ハ

ナ
ツ
ノ
ノ
ク
サ
ノ

シ
ゲ
ク
ト
モ

イ
モ
ト
ワ
レ
ト
シ

タ
ヅ
サ
ハ
リ
ネ
バ

人
言
者

夏
野
乃
草
之

繁
友

妹
与
吾
師

携
宿
者

ひ
と
ご
と
は

な
つ
の
の
く
さ
の

し
げ
く
と
も

い
も
と
あ
れ
と

し

た
づ
さ
は
り
ね
ば

『
人
丸
集
』『
赤
人
集
』
に
も
載
り
、
勅
撰
集
で
は
『
拾
遺
集
』
に
採
録
さ

（

）

れ
る
歌
で
あ
る
。

一
方
、『
古
今
六
帖
』
に
は
、「
夏
草
」
題
の
歌
と
し
て
収
め
ら
れ
る
。

『
古
今
六
帖
』
第
六
帖
、
三
五
五
一
番
「
夏
草
」

人
ご
と
は
な
つ
の
の
く
さ
の
し
げ
く
と
も
い
も
と
我
と
し
た
づ
さ
は

り
な
ば

「
人
ご
と
」「
な
つ
」「
く
さ
」「
し
げ
（
く
）」
の
組
み
合
わ
せ
は
、『
新
撰

六
帖
』
以
前
は
、『
式
子
内
親
王
集
』「
恋
」
の
次
の
歌
に
見
え
る
の
み
で

あ
る
。『

式
子
内
親
王
集
』
一
七
六
番
「
恋
」

か
り
に
だ
に
ま
だ
む
す
ば
ね
ど
人
ご
と
の
夏
野
の
草
と
し
げ
き
比
か

な

『
古
今
六
帖
』
の
「
夏
草
」
題
と
、『
新
撰
六
帖
』
の
「
な
つ
の
の
」
題
と

は
、
第
二
帖
と
第
六
帖
と
で
位
置
が
離
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も

季
節
は
同
じ
「
夏
」
で
、「
草
」
と
「
の
（
野
）」
と
の
違
い
は
あ
る
が
、

指
し
示
す
対
象
の
重
な
り
は
少
な
く
な
い
。
異
な
る
題
で
の
詠
と
は
言

え
、
表
現
の
連
想
は
し
や
す
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
表
現
の
系
譜
と
し
て

は
、『
万
葉
集
』
か
ら
平
安
中
期
の
『
古
今
六
帖
』『
人
丸
集
』『
赤
人

集
』、『
拾
遺
集
』
を
経
て
、『
式
子
内
親
王
集
』
に
実
作
を
見
出
し
つ
つ
、

為
家
の
『
新
撰
六
帖
』
歌
に
至
る
と
い
う
流
れ
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
。な

お
、『
新
撰
六
帖
』「
な
つ
く
さ
」
題
の
為
家
詠
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

『
新
撰
六
帖
』
第
六
帖
「
な
つ
く
さ
」
一
九
二
二
番

夏
ふ
か
き
山
の
か
げ
草
と
に
か
く
に
こ
と
の
し
げ
き
は
わ
が
世
な
り

け
り

「
夏
ふ
か
き
」「
草
」「
こ
と
の
し
げ
き
」
と
い
う
表
現
は
、
前
掲
『
万
葉

集
』
一
九
八
七
（
一
九
八
三
）
番
を
踏
ま
え
た
と
見
ら
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、「
山
の
か
げ
草
」
と
い
う
語
句
は
、
次
の
家
持
歌
の
影

響
が
大
き
か
ろ
う
。

『
新
古
今
集
』
巻
第
十
三
恋
歌
三
、
一
二
一
三
番

題
し
ら
ず

中
納
言
家
持

あ
し
び
き
の
山
の
か
げ
草
む
す
び
お
き
て
こ
ひ
や
わ
た
ら
む
あ
ふ
よ

し
を
な
み

も
っ
と
も
、
こ
の
歌
は
、『
家
持
集
』
三
一
三
番
に
は
載
る
が
、『
万
葉

集
』
に
は
見
出
せ
ず
、『
新
古
今
集
』
に
採
歌
さ
れ
て
い
る
の
を
受
け
て
、

さ
ら
に
『
定
家
八
代
抄
』
八
五
九
番
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
万
葉

歌
人
、
家
持
の
和
歌
と
し
て
、
表
現
が
享
受
さ
れ
て
い
く
経
路
の
ひ
と
つ

で
あ
ろ
う
。

一
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さ
て
、
為
家
詠
に
『
古
今
六
帖
』
の
異
な
る
題
の
万
葉
歌
が
用
い
ら
れ

る
例
は
他
に
も
あ
る
。『
古
今
六
帖
』
の
「
ゆ
き
」
題
に
配
さ
れ
た
万
葉

歌
を
『
新
撰
六
帖
』
で
は
「
む
め
」
題
に
用
い
た
例
で
あ
る
。

⑫
『
新
撰
六
帖
』
第
六
帖
、
二
三
三
七
番
「
む
め
」

わ
が
せ
こ
に
ま
づ
つ
げ
や
ら
ん
梅
の
は
な
あ
か
ぬ
に
ほ
ひ
を
き
て
も

み
る
か
は

『
古
今
六
帖
』
第
一
帖
、
七
三
九
番
「
ゆ
き
」

わ
が
せ
こ
に
見
せ
ん
と
思
ひ
し
梅
の
は
な
そ
れ
と
も
見
え
ず
雪
の
ふ

れ
れ
ば

（

）

『
新
撰
六
帖
』
の
歌
は
、
後
に
『
現
存
六
帖
』
に
も
再
録
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
こ
の
『
古
今
六
帖
』
の
歌
は
、
次
の
万
葉
歌
で
あ
る
。

『
万
葉
集
』
巻
八
、
一
四
三
〇
（
一
四
二
六
）
番

ワ
ガ
セ
コ
ニ

ミ
セ
ム
ト
オ
モ
ヒ
シ

ウ
メ
ノ
ハ
ナ

ソ
レ
ト
モ
ミ
エ
ズ

ユ
キ
ノ
フ
レ
レ
バ

吾
勢
子
尓

令
見
常
念
之

梅
花

其
十
方
不
所
見

雪
乃
零
有
者

わ
が
せ
こ
に

み
せ
む
と
お
も
ひ
し

う
め
の
は
な

そ
れ
と
も
み

え
ず

ゆ
き
の
ふ
れ
れ
ば

こ
の
万
葉
歌
は
、『
後
撰
集
』
以
下
、
歌
集
や
歌
論
書
に
再
録
さ
れ
る
こ

（

）

と
が
少
な
く
な
い
。
御
子
左
家
に
お
い
て
も
、『
古
来
風
体
抄
』
八
六

番
・
三
〇
一
番
や
『
定
家
八
代
抄
』
四
二
番
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

実
は
『
五
代
簡
要
』
も
次
の
歌
句
を
引
用
し
て
い
る
。

『
五
代
簡
要
』「
み
せ
む
と
思
し

梅
花

そ
れ
と
も
見
え
す
」

た
だ
し
、『
五
代
簡
要
』
で
は
、「
梅
花
」
を
「
み
せ
む
」
と
す
れ
ど
「
見

え
ず
」
と
い
う
表
現
の
対
に
着
目
し
て
い
る
が
、
為
家
歌
は
そ
れ
を
生
か

し
て
は
い
な
い
。

『
古
今
六
帖
』
が
こ
の
万
葉
歌
を
「
ゆ
き
」
題
に
収
め
る
の
は
、
白
梅

が
雪
に
紛
れ
て
見
分
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
、
視
覚
的
に
「
ゆ
き
」
の
白
さ

に
主
題
を
求
め
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
『
新
撰
六
帖
』
で
は
、「
梅

の
は
な
」
の
「
に
ほ
ひ
」
と
い
う
嗅
覚
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
、
主
題
を

「
梅
の
は
な
」
に
持
っ
て
来
た
わ
け
で
あ
る
。「
梅
の
花
」
を
、
初
二
句
の

「
わ
が
せ
こ
に
」「
見
せ
ん
」
か
ら
、「
わ
が
せ
こ
に
」「
つ
げ
や
ら
ん
」
と

発
想
し
た
と
こ
ろ
に
、『
新
撰
六
帖
』
が
こ
の
万
葉
歌
を
念
頭
に
詠
作
に

（

）

及
ん
だ
と
す
る
所
以
が
あ
る
。

『
新
撰
六
帖
』
と
共
通
す
る
表
現
や
発
想
の
梅
花
の
歌
は
、
先
行
例
と

し
て
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

『
林
葉
集
』（
俊
恵
）
六
七
番

我
が
せ
こ
は
手
を
り
て
も
見
よ
梅
の
花
そ
れ
や
と
が
む
る
袖
の
香
な

（

）

ら
ぬ

為
家
は
、『
五
代
簡
要
』
引
用
歌
句
そ
の
も
の
を
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、

こ
の
表
現
の
系
譜
に
連
な
り
な
が
ら
詠
歌
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ

ん
、「
ゆ
き
」
か
ら
「
む
め
」
へ
の
主
題
の
移
行
は
、
典
型
的
な
「
見
立

て
」
の
表
現
手
法
が
根
底
に
流
れ
て
い
る
。

ま
た
、
為
家
の
『
新
撰
六
帖
』「
お
き
な
」
題
の
歌
に
は
、『
古
今
六

帖
』「
か
が
み
」
題
に
も
あ
る
万
葉
歌
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

『新撰六帖』における為家の万葉歌句摂取
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⑬
『
新
撰
六
帖
』
第
二
帖
、
八
五
七
番
「
お
き
な
」

あ
さ
な
あ
さ
な
し
ら
ぬ
お
き
な
の
ま
す
か
が
み
め
に
み
す
さ
ま
に
つ

も
る
と
し
か
な

『
古
今
六
帖
』
第
五
帖
、
三
二
二
二
番
「
か
が
み
」

ま
す
か
が
み
て
に
と
り
も
ち
て
あ
さ
な
あ
さ
な
み
ん
と
き
さ
へ
や
こ

ひ
の
し
げ
け
ん

『
万
葉
集
』
巻
十
一
、
二
六
四
一
（
二
六
三
三
）
番

マ
ソ
カ
ガ
ミ

テ
ニ
ト
リ
モ
チ
テ

ア
サ
ナ
サ
ナ
（
ア
サ
ナ
）

ミ
ム
ト
キ
サ
ヘ
ヤ

コ
ヒ
ノ
シ
ゲ
ケ
ム

真
十
鏡

手
取
持
手

朝

旦

将
見
時
禁
屋

恋
之
将
繁

ま
そ
か
が
み

て
に
と
り
も
ち
て

あ
さ
な
さ
な

み
む
と
き
さ
へ

や

こ
ひ
の
し
げ
け
む

た
だ
し
、「
ま
す
か
が
み
」「
あ
さ
な
あ
さ
な
」
と
い
う
句
の
組
み
合
わ
せ

は
、『
万
葉
集
』
に
他
に
も
あ
る
。

『
万
葉
集
』
巻
十
一
、
二
五
〇
七
（
二
五
〇
二
）
番

マ
ソ
カ
ガ
ミ

テ
ニ
ト
リ
モ
チ
テ
ア
サ
ナ
ア
サ
ナ
ミ
レ
ド
モ
キ
ミ
ヲ

ア
ク
コ
ト
モ
ナ
シ

真
鏡

手
取
以

朝
朝

雖
見
君

飽
事
無

ま
そ
か
が
み

て
に
と
り
も
ち
て

あ
さ
な
さ
な

み
れ
ど
も
き
み

は

あ
く
こ
と
も
な
し

い
ず
れ
も
巻
十
一
の
歌
で
、
上
句
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
二
五
〇
七

番
は
、『
古
今
六
帖
』
に
は
収
め
ら
れ
な
い
が
、『
五
代
簡
要
』
に
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
歌
句
は
、
歌
順
か
ら
見
て
二
五
〇
七
番
か
ら
の
引
用
と
見

ら
れ
る
。

『
五
代
簡
要
』「
ま
す
か
か
み

て
に
と
り
も
ち
て

あ
さ
な
さ
な
」

二
五
〇
七
番
歌
は
、『
拾
遺
集
』
や
『
秀
歌
大
体
』、『
定
家
八
代
抄
』
に

（

）

も
再
録
さ
れ
て
お
り
、
二
六
四
一
番
歌
よ
り
も
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
感

が
あ
る
。『
万
葉
集
』
に
は
他
に
も
、
同
じ
句
が
巻
五
、
九
〇
九
（
九
〇

四
）
番
の
長
歌
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
万
葉
表
現
と
言
っ
て
も

よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
歌
句
と
し
て
は
万
葉
歌
に
拠
る
と
し
て
、
は
た
し
て

「
お
き
な
」
の
要
素
は
ど
こ
か
ら
学
ん
だ
の
か
。
お
そ
ら
く
そ
の
発
想
は
、

直
接
的
に
は
次
の
『
永
久
百
首
』
忠
房
詠
か
ら
得
た
の
で
は
な
か
っ
た

か
。『

永
久
百
首
』
六
四
九
番
「
老
人
」
忠
房

あ
さ
な
あ
さ
な
み
れ
ど
む
か
し
の
か
げ
な
ら
で
日
に
そ
へ
お
い
の
ま

す
か
が
み
か
な

『
新
編
国
歌
大
観
』
を
検
す
る
限
り
、「
ま
す
（
そ
）
か
が
み
」「
あ
さ
な

（
あ
）
さ
な
」
と
い
う
表
現
を
用
い
な
が
ら
、
老
い
を
詠
ん
だ
歌
は
、
こ

の
忠
房
詠
を
嚆
矢
と
す
る
。
毎
朝
鏡
を
見
る
度
に
重
な
る
老
い
を
嘆
く
と

い
う
発
想
と
表
現
と
を
、
為
家
が
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、
為
家
は
、『
新
撰
六
帖
』
六
帖
「
か
が
み
」
題
の
歌
を
、
次
の

よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

『
新
撰
六
帖
』
第
五
帖
、
一
六
九
二
番
「
か
が
み
」

み
か
り
せ
ぬ
野
も
り
の
か
が
み
時
に
あ
は
で
う
つ
し
ご
こ
ろ
も
な
く

な
く
ぞ
ふ
る

一
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こ
の
歌
に
あ
る
「
野
も
り
の
か
が
み
」
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
『
俊
頼
髄

脳
』
が
言
及
す
る
「
は
し
鷹
の
の
も
り
の
か
が
み
え
て
し
か
な
思
ひ
お
も

は
ず
よ
そ
な
が
ら
み
む
」（
二
一
一
番
）
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
話

の
一
節
に
注
目
し
た
い
。

野
守
の
お
き
な
「（
…
…
中
略
…
…
）。
し
ば
の
う
へ
に
た
ま
れ
る
水

を
、
か
が
み
と
し
て
、
か
し
ら
の
雪
を
も
さ
と
り
、
お
も
て
の
し
わ

を
も
か
ぞ
ふ
る
も
の
な
れ
ば
、
そ
の
か
が
み
を
ま
ぼ
り
て
、（
…
…

中
略
…
…
）」
と
申
し
け
れ
ば
、
そ
の
の
ち
、
野
の
中
に
た
ま
れ
り

（

）

け
る
水
を
、
野
守
の
か
が
み
と
は
い
ふ
な
り
。

そ
こ
で
「
野
守
お
き
な
」
は
、「
水
を
か
が
み
と
し
て
」、「
か
し
ら
の
雪
」

「
お
も
て
の
し
わ
」
を
映
す
と
い
う
。『
永
久
百
首
』
の
忠
房
歌
、
延
い
て

は
『
新
撰
六
帖
』
為
家
歌
に
も
、
こ
の
話
は
通
底
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
あ
る
い
は
為
家
に
は
、『
新
撰
六
帖
』
に
お
い
て
、
ま
ず
「
か
が

み
」
題
に
は
「
野
も
り
の
か
が
み
」
を
用
い
て
作
歌
し
、
そ
の
「
老
い
」

の
発
想
を
も
っ
て
、『
古
今
六
帖
』「
か
が
み
」
題
の
万
葉
歌
を
、『
新
撰

六
帖
』
の
「
お
き
な
」
題
の
作
歌
の
歌
材
に
ま
わ
す
、
と
い
っ
た
思
考
が

働
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

六

分
類
（
ニ
）
〈『
古
今
六
帖
』
無
・『
五
代
簡
要
』
有
・

『
為
家
千
首
』
有
〉

以
上
、『
古
今
六
帖
』
所
収
万
葉
歌
と
為
家
の
『
新
撰
六
帖
』
歌
と
の

関
わ
り
を
、
関
連
す
る
和
歌
表
現
に
目
配
り
し
な
が
ら
考
察
し
て
き
た
の

で
あ
る
が
、
為
家
が
『
新
撰
六
帖
』
の
作
歌
に
際
し
て
念
頭
に
置
い
た
と

見
ら
れ
る
既
存
の
表
現
の
源
泉
に
万
葉
歌
が
想
定
さ
れ
る
時
、
や
は
り

『
五
代
簡
要
』
の
存
在
は
小
さ
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が

『
為
家
千
首
』
で
実
作
さ
れ
て
い
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
以
下
、
為
家

の
『
古
今
六
帖
』
に
は
載
ら
な
い
万
葉
歌
句
摂
取
の
あ
り
方
を
見
て
み
よ

う
。⑭

『
新
撰
六
帖
』
第
一
帖
、
一
二
二
番
「
た
な
ば
た
」

け
ふ
き
て
や
た
ち
か
さ
ぬ
ら
ん
あ
ま
の
が
は
い
ほ
は
た
に
お
る
雲
の

こ
ろ
も
で

右
の
傍
線
部
は
、
次
の
万
葉
歌
か
ら
取
り
入
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
万
葉
集
』
巻
十
、
二
〇
六
七
（
二
〇
六
三
）
番

ア
マ
ノ
ガ
ハ

キ
リ
タ
チ
ノ
ボ
ル

タ
ナ
バ
タ
ノ

ク
モ
ノ
コ
ロ
モ
ノ

カ
ヘ
ル
ソ
デ
カ
モ

天
漢

霧
立
上

棚
幡
乃

雲
衣
能

飄
袖
鴨

あ
ま
の
が
は

き
り
た
ち
の
ぼ
る

た
な
ば
た
の

く
も
の
こ
ろ
も

の

か
へ
る
そ
で
か
も

『
赤
人
集
』
三
二
四
番
、『
家
持
集
』
一
〇
四
番
に
も
載
る
こ
の
万
葉
歌

『新撰六帖』における為家の万葉歌句摂取

一
七



は
、
後
に
為
家
自
身
が
、
単
独
撰
に
な
る
『
続
後
撰
集
』
に
採
録
し
て
い

（

）
る
。『
新
撰
六
帖
』
の
為
家
の
「
雲
の
こ
ろ
も
で
」
と
い
う
句
は
、
万
葉

歌
の
下
句
「
く
も
の
こ
ろ
も
の
（
か
へ
る
）
そ
で
」
を
縮
約
し
た
表
現

と
見
做
さ
れ
よ
う
。

為
家
が
着
目
し
た
こ
の
万
葉
歌
句
は
、『
五
代
簡
要
』
で
も
引
用
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

『
五
代
簡
要
』「
た
な
は
た
の

雲
の
衣
」

為
家
が
、『
五
代
簡
要
』
が
引
用
す
る
「
た
な
ば
た
の
」
の
句
を
「
た
な

ば
た
」
題
の
歌
に
用
い
な
か
っ
た
の
は
、
題
と
同
じ
語
を
、
安
易
に
和
歌

に
詠
み
込
む
こ
と
に
抵
抗
が
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
万
葉
歌
は
、
少
な
く
と
も
『
古
今
六
帖
』
の
現
存
諸
本
に
は
収
め

ら
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、
そ
の
表
現
は
、
鎌
倉
期
を
待
た
ず
と
も
、
平
安

期
か
ら
、「（
た
な
ば
た
の
）
く
も
の
こ
ろ
も
」
と
し
て
、
用
例
が
見
出
さ

れ
る
の
で
あ
っ
た
。

『
内
裏
歌
合

寛
和
二
年
（
九
八
六
）』
二
〇
番
「
秋

織
女
或
本

七
夕

右

惟
成
」

た
な
ば
た
の
く
も
の
こ
ろ
も
の
う
ら
と
け
て
ぬ
る
ほ
ど
も
な
く
あ
く

る
あ
ま
の
と

ま
た
為
家
も
『
新
撰
六
帖
』
以
前
に
、『
為
家
千
首
』
に
お
い
て
実
作
に

及
び
、『
新
撰
六
帖
』
と
同
様
の
「
あ
ま
の
が
は
」
と
「
く
も
の
こ
ろ
も
」

と
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。

『
為
家
千
首
』
三
一
六
番

あ
ま
の
が
は
秋
か
ぜ
さ
む
み
た
な
ば
た
の
く
も
の
こ
ろ
も
や
今
日
か

さ
ぬ
ら
ん

「
く
も
の
こ
ろ
も
」
は
、
先
の
万
葉
歌
の
表
現
の
系
譜
に
連
な
り
な
が

ら
、
七
夕
の
歌
と
し
て
広
く
継
承
さ
れ
て
い
く
。
し
か
も
、
定
家
の
『
拾

遺
愚
草
』
に
二
例
を
見
出
す
他
、『
為
家
千
首
』
に
も
他
に
、「
あ
ま
の
か

は
な
み
」
と
と
も
に
詠
ん
だ
例
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
拾
遺
愚
草
』
一
五
三
二
番

あ
ま
の
川
ふ
月
は
な
の
み
か
さ
な
れ
ど
雲
の
衣
や
よ
そ
に
ぬ
る
ら
ん

『
拾
遺
愚
草
』
二
二
三
八
番
「
建
保
三
年
七
夕
内
裏
七
首
」

天
河
か
は
と
の
波
の
秋
風
に
雲
の
衣
を
た
つ
や
と
ぞ
ま
つ

『
為
家
千
首
』
三
一
九
番

た
な
ば
た
の
く
も
の
こ
ろ
も
の
き
ぬ
ぎ
ぬ
に
か
へ
る
さ
つ
ら
き
あ
ま

（

）

の
か
は
な
み

と
こ
ろ
で
、『
新
撰
六
帖
』
の
為
家
歌
の
「
く
も
の
こ
ろ
も
で
」
と
い

う
表
現
で
あ
る
が
、
為
家
と
同
時
代
ま
で
の
例
は
、
次
の
よ
う
に
わ
ず
か

な
が
ら
あ
る
も
の
の
、「
藤
」
や
「
雪
雲
」
を
詠
ん
だ
も
の
で
、
七
夕
の

歌
で
は
な
い
。

『
範
宗
集
』
一
五
八
番
「
建
保
三
年
三
月
仙
洞
五
首
内

山
路
藤
」

む
ら
さ
き
の
く
も
の
衣
手
お
り
は
へ
て
や
ま
ぢ
に
か
か
る
藤
の
し
た

露

一
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『
金
槐
和
歌
集
』
三
七
一
番
「
雪
」。

ま
き
の
戸
を
朝
あ
け
の
雲
の
衣
手
に
雪
を
吹
き
ま
く
山
お
ろ
し
の
風

そ
う
す
る
と
、『
新
撰
六
帖
』
為
家
歌
の
「
く
も
の
こ
ろ
も
で
」
の
詠
み

方
自
体
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
例
と
は
別
に
、
七
夕
の
万
葉
歌
の
系
譜
に
連

な
る
表
現
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。『
万
葉
集
佳
詞
』
に
も
「
乀
く

も
の
こ
ろ
も

七
夕
の
く
も
の
こ
と
も
」
と
あ
る
。

な
お
、
こ
の
『
新
撰
六
帖
』
為
家
歌
の
第
四
句
に
用
い
ら
れ
て
い
る

「
い
ほ
は
た
」
と
い
う
語
も
、
や
は
り
万
葉
歌
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。『
古

（

）

今
六
帖
』
は
こ
れ
を
収
め
、『
五
代
簡
要
』
も
こ
の
語
を
引
用
し
て
い
る
。

七

分
類
（
ホ
）
〈『
古
今
六
帖
』
無
・『
五
代
簡
要
』
有
・

『
為
家
千
首
』
無
〉

と
こ
ろ
で
、『
五
代
簡
要
』
に
は
あ
る
が
『
古
今
六
帖
』
に
は
な
く
、

『
為
家
千
首
』
で
も
用
い
な
か
っ
た
万
葉
歌
句
が
、『
新
撰
六
帖
』
為
家
歌

に
詠
ま
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。

⑮
『
新
撰
六
帖
』
第
六
帖
、
一
九
六
二
番
「
あ
き
は
ぎ
」

こ
の
ね
ぬ
る
あ
さ
か
ぜ
さ
む
し
さ
ぬ
方
の
野
べ
の
あ
き
は
ぎ
い
ま
ち

ら
ん
か
も

ま
ず
初
二
句
の
傍
線
部
は
、
次
の
万
葉
歌
か
ら
得
た
歌
句
と
見
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
万
葉
歌
の
「
あ
さ
け
の
か
ぜ
」
を
、
為
家
が
「
あ
さ
か
ぜ
」
と

し
た
の
は
、
音
数
律
の
都
合
に
よ
る
も
の
と
考
え
得
る
。

『
万
葉
集
』
巻
八
、
一
五
五
九
（
一
五
五
五
）
安
貴
王
歌
一
首

ア
キ
タ
チ
テ

イ
ク
カ
モ
ア
ラ
ネ
バ

コ
ノ
ネ
ヌ
ル

ア
サ
ケ
ノ
カ
ゼ
ハ

タ
モ
ト
サ
ム
シ
モ

秋
立
而

幾
日
毛
不
有
者

此
宿
流

朝
開
之
風
者

手
本
寒
母

あ
き
た
ち
て

い
く
か
も
あ
ら
ね
ば

こ
の
ね
ぬ
る

あ
さ
け
の
か

ぜ
は

た
も
と
さ
む
し
も

ち
な
み
に
、
勅
撰
集
で
は
、『
拾
遺
集
』
巻
第
三
秋
、
一
四
一
番
に
こ
の

万
葉
歌
が
見
え
る
。

『
五
代
簡
要
』
は
、
こ
の
万
葉
歌
の
上
三
句
を
引
用
し
て
お
り
、
第
三

句
「
こ
の
ね
ぬ
る
」
を
、
為
家
は
『
新
撰
六
帖
』
の
作
歌
に
用
い
て
い

（

）
る
。『

五
代
簡
要
』「
秋
た
ち
て

い
く
か
も
あ
ら
ね
と

こ
の
ね
ぬ
る
」

実
は
、「
こ
の
ね
ぬ
る
」
と
い
う
万
葉
歌
句
は
、『
久
安
百
首
』
の
季
通
や

隆
季
あ
た
り
か
ら
実
作
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。

『
久
安
百
首
』
四
三
〇
番
「
秋
二
十
首
」
季
通

こ
の
ね
ぬ
る
夜
の
ま
に
秋
は
来
に
け
ら
し
あ
さ
け
の
風
の
昨
日
に
も

似
ぬ

『
久
安
百
首
』
五
三
一
番
「
秋
二
十
首
」
隆
季

こ
の
ね
ぬ
る
あ
さ
け
の
風
や
払
ふ
ら
ん
嶺
な
き
雲
の
空
に
消
え
ぬ
る

も
っ
と
も
、
そ
こ
で
は
万
葉
歌
の
「
あ
さ
け
の
風
」
を
も
そ
の
ま
ま
用
い

た
詠
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
為
家
自
身
も
、『
為
家
千
首
』
で
は
な
い
が
、
こ
の
成
立
と
同

『新撰六帖』における為家の万葉歌句摂取

一
九



じ
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
に
、
次
の
よ
う
な
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

『
為
家
集
』
上
、
七
六
七
番
「
秋
貞
応
二
」

か
た
し
き
の
衣
手
涼
し
こ
の
ね
ぬ
る
夜
の
ま
に
か
は
る
秋
の
初
風

下
句
「
夜
の
ま
に
か
は
る
秋
の
初
風
」
は
、
直
接
的
に
は
『
久
安
百
首
』

季
通
の
「
夜
の
ま
に
秋
は
来
に
け
ら
し
」
と
い
う
表
現
や
発
想
に
拠
る
と

こ
ろ
が
大
き
か
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、「
こ
の
ね
ぬ
る
」
の
万
葉
歌
は
、

以
上
の
よ
う
な
先
行
例
に
導
か
れ
な
が
ら
為
家
が
用
い
た
表
現
と
言
え
そ

う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
『
新
撰
六
帖
』
為
家
歌
の
第
三
句
以
下
は
、
次
の
万
葉

歌
に
拠
っ
て
い
る
。

『
万
葉
集
』
巻
十
、
二
一
一
〇
（
二
一
〇
六
）
番

サ
ヌ
カ
タ
ノ

ノ
ヘ
ノ
ア
キ
ハ
ギ

ト
キ
シ
ア
レ
バ

イ
マ
サ
カ
リ
ナ
リ

ヲ
リ
テ
カ
ザ
サ
ム

沙
額
田
乃

野
辺
乃
秋
芽
子

時
有
者

今
盛
有

折
而
将
挿
頭

さ
ぬ
か
た
の

の
へ
の
あ
き
は
ぎ

と
き
な
れ
ば

い
ま
さ
か
り
な

り

を
り
て
か
ざ
さ
む

『
新
撰
六
帖
』
の
為
家
の
歌
は
「
あ
き
は
ぎ
」
題
に
収
め
ら
れ
る
の
で
、

こ
ち
ら
の
万
葉
歌
の
方
が
、
為
家
の
歌
の
主
題
を
担
っ
て
い
る
。
為
家
歌

の
第
三
句
以
下
「
さ
ぬ
方
の

野
べ
の
あ
き
は
ぎ

い
ま
ち
ら
ん
か
も
」

に
着
目
す
る
と
、
こ
の
万
葉
歌
の
第
四
句
「
い
ま
さ
か
り
な
り
」
を
、

「
い
ま
ち
ら
ん
か
も
」
と
い
う
よ
う
に
、
秋
萩
の
咲
き
散
る
時
節
を
ず
ら

し
て
詠
ん
で
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
つ
ま
り
、
為
家
は
、
先
ほ
ど
の
「
こ

の
ね
ぬ
る
」
の
万
葉
歌
の
第
三
句
以
下
を
初
句
と
第
二
句
に
用
い
、
第
三

句
以
下
は
「
さ
ぬ
か
た
の
」
の
万
葉
歌
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
一
首
を
仕

立
て
て
い
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
や
は
り
こ
の
「
さ
ぬ
か
た
の
」
の
万
葉
歌
に
つ
い
て
も
、

『
五
代
簡
要
』
は
、
次
の
よ
う
に
歌
句
を
引
用
す
る
。

『
五
代
簡
要
』「
さ
ぬ
か
た
の

の
へ
の
あ
き
は
ぎ
」

と
い
う
こ
と
は
、
為
家
は
、『
五
代
簡
要
』
引
用
歌
句
を
そ
の
ま
ま
利
用

し
た
こ
と
に
な
る
。
用
例
は
、
今
の
と
こ
ろ
万
葉
歌
と
為
家
歌
の
二
例
を

見
出
す
の
み
で
、
た
い
へ
ん
稀
少
で
あ
る
。
実
際
、『
古
今
六
帖
』
の

「
秋
は
ぎ
」
題
の
歌
は
、
現
存
本
で
は
三
六
三
三
〜
三
六
五
七
番
の
二
十

五
首
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
参
考
に
す
る
歌
に
は
事
欠
か
な
か
っ
た
は
ず

だ
が
、
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
珍
し
い
万
葉
歌
句
に
着
目
し
て
作
歌
し
た
と

す
れ
ば
、
や
は
り
『
五
代
簡
要
』
の
導
き
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ

う
。ま

た
、『
新
撰
六
帖
』「
た
ち
」
題
に
は
、
次
の
為
家
歌
が
載
る
。

⑯
『
新
撰
六
帖
』
第
五
帖
、
一
八
二
二
番
「
た
ち
」

つ
る
ぎ
た
ち
も
ろ
は
の
と
き
か
う
へ
よ
り
も
ふ
み
と
め
が
た
き
世
に

（

）

こ
そ
あ
り
け
れ

『
古
今
六
帖
』
で
は
、「
た
ち
」
題
の
歌
を
三
四
三
一
〜
三
四
三
七
番
の
七

首
列
挙
す
る
が
、
次
の
万
葉
歌
は
収
め
ら
れ
な
い
。

『
万
葉
集
』
巻
十
一
、
二
五
〇
三
（
二
四
九
八
）
番

ツ
ル
ギ
タ
チ

モ
ロ
ハ
ノ
ト
キ
ニ

ア
シ
ヲ
フ
ミ
シ
ニ
ニ
モ
シ
ナ
ム
キ
ミ
ニ
ヨ
リ
テ
ハ

釼
刀

諸
刃
利

足
蹈

死
死

公
依

二
〇
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つ
る
ぎ
た
ち

も
ろ
は
の
と
き
に

あ
し
ふ
み
て

し
な
ば
し
な
む

よ

き
み
に
よ
り
て
は

こ
の
万
葉
歌
は
、
本
文
異
同
を
有
し
な
が
ら
も
『
古
来
風
体
抄
』
に
も
載

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
古
来
風
体
抄
』
一
二
四
番

剣
太
刀
諸
刃
の
利
き
に
の
ぼ
り
た
ち
死
に
に
も
死
な
ん
君
に
よ
り
て

は

と
く
に
第
三
句
「
の
ぼ
り
た
ち
」
は
、『
万
葉
集
』
本
文
お
よ
び
訓
と
は

大
き
く
外
れ
る
が
、『
五
代
簡
要
』
は
、
こ
の
第
三
句
本
文
を
含
む
上
句

を
引
用
す
る
。

『
五
代
簡
要
』「
つ
る
き
た
ち

も
ろ
は
の
と
き
に

の
ほ
り
た
ち
」

『
新
撰
六
帖
』
の
為
家
歌
は
、『
五
代
簡
要
』
が
引
用
す
る
初
二
句
を
、
句

の
位
置
も
そ
の
ま
ま
に
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

実
は
、「
つ
る
ぎ
た
ち
」「
も
ろ
は
の
と
き
」
の
用
例
は
、『
新
編
国
歌

大
観
』
に
拠
れ
ば
、
前
掲
の
万
葉
歌
の
再
録
と
『
新
撰
六
帖
』
為
家
歌
以

外
、
他
例
を
見
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
万
葉
歌
以
来
、
実
作
を
見
る
に

は
、『
新
撰
六
帖
』
を
俟
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

為
家
は
、
六
帖
題
を
き
っ
か
け
に
、『
五
代
簡
要
』
で
学
ん
だ
表
現
を
用

い
て
実
作
に
及
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
『
新
撰
六
帖
』「
や
な
ぎ
」
題
の
歌
を
見
よ
う
。
次
の
万
葉
歌

の
表
現
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

⑰
『
新
撰
六
帖
』
第
六
帖
、
二
三
四
七
番
「
や
な
ぎ
」

か
ぜ
さ
む
み
雪
は
ち
り
つ
つ
し
か
す
が
に
な
び
き
そ
め
た
る
あ
を
や

ぎ
の
糸

『
万
葉
集
』
巻
十
、
一
八
五
二
（
一
八
四
八
）
番

ヤ
マ
ノ
ハ
ニ

ユ
キ
ハ
フ
リ
ツ
ツ

シ
カ
ス
ガ
ニ

コ
ノ
カ
ハ
ヤ
ナ
ギ
ハ

モ

エ

ニ

ケ

ル

カ

モ

山
際
尓

雪
者
零
管

然
為
我
二

此
河
楊
波

毛
延
尓
家
留
可
聞

や
ま
の
ま
に

ゆ
き
は
ふ
り
つ
つ

し
か
す
が
に

こ
の
か
は
や
ぎ

は

も
え
に
け
る
か
も

こ
の
万
葉
歌
は
、『
赤
人
集
』
の
他
、
定
家
の
単
独
撰
に
な
る
『
新
勅
撰

（

）

集
』
に
も
採
録
さ
れ
、『
五
代
簡
要
』
も
歌
句
を
引
用
し
て
い
る
。

『
五
代
簡
要
』「
ゆ
き
は
ふ
り
つ
つ

し
か
す
か
に
」

為
家
歌
は
、
ま
ず
こ
の
『
五
代
簡
要
』
引
用
歌
句
を
踏
ま
え
つ
つ
、
万
葉

歌
に
も
詠
ま
れ
て
い
る
「
や
な
ぎ
」
詠
を
仕
立
て
て
い
る
。
雪
が
ち
ら
つ

く
と
言
っ
て
も
や
は
り
、
柳
は
芽
吹
き
春
を
告
げ
る
と
い
う
趣
向
で
あ

る
。「
ゆ
き
は
…
…
つ
つ
」「
し
か
す
が
に
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
「
や

な
ぎ
」
の
歌
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
で
は
以
上
の
用
例
の
み
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
も
う
一
首
、
万
葉
歌
に
注
目
し
て
み
た
い
。

『
万
葉
集
』
巻
十
、
一
八
四
〇
（
一
八
三
六
）
番

カ
ゼ
マ
ジ
リ

ユ
キ
ハ
フ
リ
ツ
ツ

シ
カ
ス
ガ
ニ

カ
ス
ミ
タ
ナ
ビ
キ

ハ
ル
サ
リ
ニ
ケ
リ

風
交

雪
者
零
乍

然
為
蟹

霞
田
菜
引

春
去
尓
来

か
ぜ
ま
じ
り

ゆ
き
は
ふ
り
つ
つ

し
か
す
が
に

か
す
み
た
な
び

き

は
る
さ
り
に
け
り

こ
の
万
葉
歌
は
、『
新
古
今
集
』
や
『
秀
歌
大
体
』
に
も
再
録
さ
れ
て
い

『新撰六帖』における為家の万葉歌句摂取

二
一



（

）
る
が
、
上
句
が
先
の
『
万
葉
集
』
一
八
五
二
番
に
似
通
っ
て
い
る
た
め

か
、『
五
代
簡
要
』
に
は
引
用
さ
れ
な
い
。

「
ゆ
き
は
…
…
つ
つ
／
し
か
す
が
に
」
と
い
う
箇
所
は
、
先
の
万
葉
歌

と
一
致
し
て
お
り
、
万
葉
歌
の
表
現
パ
タ
ー
ン
と
し
て
認
識
し
て
お
い
て

も
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、『
新
撰
六
帖
』
の
為
家
詠
は
、
春
の
到
来

を
「
な
び
き
そ
め
た
る

あ
を
や
ぎ
の
糸
」
の
情
景
に
置
き
換
え
た
、
万

葉
歌
の
変
奏
と
も
解
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
、「
ゆ
き
は
…
…
つ
つ
／
し
か

す
が
に
」
と
い
う
表
現
に
、
初
句
の
「
か
ぜ
」
が
加
わ
る
例
は
、
他
例
を

見
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
万
葉
歌
と
『
新
撰
六
帖
』
為
家
歌
の
表
現
や
発

想
の
緊
密
な
つ
な
が
り
が
指
摘
さ
れ
る
。
為
家
が
、
こ
こ
で
も
『
五
代
簡

要
』
を
手
掛
か
り
に
詠
歌
し
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。

八

分
類
（
ヘ
）
〈『
古
今
六
帖
』
無
・『
五
代
簡
要
』
無
・

『
為
家
千
首
』
無
〉

前
節
で
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
為
家
が
『
五
代
簡
要
』
か
ら
学
ん
だ

跡
は
、『
新
撰
六
帖
』
の
随
所
に
見
出
さ
れ
る
。
だ
が
そ
れ
で
も
、『
古
今

六
帖
』
は
も
と
よ
り
『
五
代
簡
要
』
か
ら
踏
み
出
し
た
跡
も
ま
た
、
検
証

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
歌
で
あ
る
。

⑱
『
新
撰
六
帖
』
第
五
帖
、
一
五
七
二
番
「
い
へ
と
う
じ
を
お
も
ふ
」

わ
が
や
ど
の
い
も
が
て
な
れ
の
ま
す
か
が
み
め
づ
ら
し
げ
な
く
な
ほ

見
ま
く
ほ
し

『
万
葉
集
』
巻
八
、
一
六
三
一
（
一
六
二
七
）
番

大
伴
宿
祢
家
持
攀
二

非
時
藤
花
并
芽
子
黄
葉
二
物
一

贈
二

坂
上
大

嬢
一

歌
二
首

ワ
ガ
ヤ
ド
ノ

ト
キ
ナ
ラ
ヌ
フ
ヂ
ノ

メ
ヅ
ラ
シ
ク

イ
マ
モ
ミ
テ
シ
カ

イ
モ
ガ
ヱ
マ
ヒ
ヲ

吾
屋
前
之

非
時
藤
之

目
頬
布

今
毛
見
壮
鹿

妹
之
咲
容
乎

わ
が
や
ど
の

と
き
じ
き
ふ
ぢ
の

め
づ
ら
し
く

い
ま
も
み
て
し

か

い
も
が
ゑ
ま
ひ
を

為
家
歌
は
、
傍
線
部
の
歌
句
を
、
ほ
ぼ
こ
の
万
葉
歌
に
拠
っ
て
作
歌
し
て

い
る
と
考
え
得
る
。
そ
の
組
み
合
わ
せ
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
で
も
他

に
見
出
せ
ず
、
そ
れ
だ
け
緊
密
な
表
現
上
の
関
係
が
窺
え
る
。

『
古
今
六
帖
』
で
は
「
い
へ
と
じ
を
お
も
ふ
」
と
い
う
題
で
、
二
九
八

五
〜
二
九
九
四
番
の
十
首
の
歌
を
載
せ
る
。
こ
の
う
ち
万
葉
歌
は
四
首
、

『
古
今
集
』
歌
は
一
首
、『
貫
之
集
』
歌
は
一
首
、
残
り
四
首
は
出
典
未
詳

（

）

歌
と
見
ら
れ
、
必
ず
し
も
歌
数
が
少
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
範
囲

を
越
え
た
歌
作
り
の
姿
勢
が
窺
え
る
。「
て
な
れ
」
と
い
え
ば
、「
こ
と

（
琴
）」
が
『
万
葉
集
』
巻
第
五
、
八
一
五
（
八
一
一
）
番
で
も
詠
ま
れ
て

い
る
が
、「
ま
す
か
が
み
」
と
い
う
の
は
、
い
さ
さ
か
唐
突
な
感
も
あ
る
。

こ
の
点
に
お
い
て
は
、
あ
る
い
は
『
古
今
六
帖
』
の
「
か
が
み
」
題
に
収

（

）

め
ら
れ
た
「
ま
す
か
が
み
」
詠
が
、
作
歌
の
一
助
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。ま

た
、
次
の
例
も
、
為
家
歌
と
万
葉
歌
の
直
接
的
な
表
現
の
近
さ
が
指

二
二
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摘
さ
れ
よ
う
。

⑲
『
新
撰
六
帖
』
第
三
帖
、
一
一
六
七
番
「
し
ま
」

あ
は
ぢ
し
ま
と
わ
た
る
舟
の
な
ぐ
塩
に
お
も
ひ
さ
だ
め
ず
行
く
こ
こ

ろ
か
な

『
万
葉
集
』
巻
第
十
七
、
三
九
一
六
（
三
八
九
四
）
版

ア
ハ
ヂ
シ
マ

ト
ワ
タ
ル
フ
ネ
ノ

カ

ヂ

マ

ニ

モ

ワ
レ
ハ
ワ
ス
レ
ズ

イ

ヘ

淡
路
嶋

刀
和
多
流
船
乃

可
治
麻
尓
毛

吾
波
和
須
礼
受

伊
敝

ヲ

シ

ゾ

オ

モ

フ

乎
之
曽
於
毛
布

あ
は
ぢ
し
ま

と
わ
た
る
ふ
ね
の

か
ぢ
ま
に
も

わ
れ
は
わ
す
れ

ず

い
へ
を
し
ぞ
お
も
ふ

こ
の
万
葉
歌
は
、『
麗
花
集
』
八
〇
番
、『
五
代
集
歌
枕
』
一
四
九
一
番
に

も
見
え
る
が
、「
あ
は
ぢ
し
ま
」「
と
わ
た
る
ふ
ね
」
と
い
う
歌
句
の
用
例

は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
内
で
は
次
の
歌
を
見
出
す
の
み
で
あ
る
。

『
新
勅
撰
集
』
巻
第
十
九
、
雑
歌
四
、
一
三
三
四
番

家
に
十
五
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
、
晩
霞
隔
浦
と
い
へ
る
心
を

よ
み
侍
り
け
る

中
院
入
道
右
大
臣
（
源
雅
定
）

あ
は
ぢ
し
ま
と
わ
た
る
ふ
ね
や
た
ど
る
ら
む
や
へ
た
ち
こ
む
る
ゆ
ふ

が
す
み
か
な

定
家
単
独
撰
の
こ
の
『
新
勅
撰
集
』
所
収
歌
が
、
先
の
万
葉
歌
の
素
材
を

受
け
継
い
で
い
る
と
見
ら
れ
る
が
、
為
家
歌
は
万
葉
歌
と
同
じ
く
第
四
句

末
尾
に
打
消
「
ず
」
を
用
い
て
お
り
、
雅
定
歌
を
介
在
さ
せ
た
に
し
ろ
、

や
は
り
こ
の
万
葉
歌
が
念
頭
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
⑱
⑲
の
例
は
、
為
家
が
『
万
葉
集
』
か
ら
直
接
学
ん
だ
歌
句
を

用
い
た
と
も
推
定
さ
れ
そ
う
だ
が
、
そ
の
類
の
用
例
は
存
外
少
な
い
。
以

下
の
⑳
か
ら
㉒
の
例
も
、
本
節
の
分
類
（
へ
）
に
相
当
す
る
が
、『
万
葉

集
』
か
ら
直
接
学
ん
だ
と
い
う
よ
り
は
、
万
葉
歌
の
勅
撰
集
・
私
家
集
・

歌
論
書
に
お
け
る
再
録
や
、
為
家
に
先
行
す
る
万
葉
表
現
に
依
拠
し
た
和

歌
の
用
例
か
ら
の
影
響
が
推
察
さ
れ
る
。
順
に
考
察
し
て
み
よ
う
。

⑳
『
新
撰
六
帖
』
第
六
帖
、
二
五
八
七
番
「
ほ
と
と
ぎ
す
」

我
が
宿
に
か
た
ら
ひ
き
な
く
ほ
と
と
ぎ
す
も
の
お
も
ふ
こ
と
は
な
れ

も
か
な
し
や

『
万
葉
集
』
巻
十
五
、
三
八
〇
四
（
三
七
八
二
）
番

ア

マ

ゴ

モ

リ

モ

ノ

モ

フ

ト

キ

ニ

ホ

ト

ト

ギ

ス

ワ

ガ

ス

ム

サ

ト

安
麻
其
毛
理

毛
能
母
布
等
伎
尓

保
等
登
芸
須

和
我
須
武
佐
刀

ニ

キ

ナ

キ

ト

ヨ

モ

ス

尓

伎
奈
伎
等
余
母
須

あ
ま
ご
も
り

も
の
も
ふ
と
き
に

ほ
と
と
ぎ
す

わ
が
す
む
さ
と

に

き
な
き
と
よ
も
す

実
は
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
「
わ
が
」「
き
な
く
」「
も
の
（
お
）
も
ふ
」

と
の
組
み
合
わ
せ
は
、
案
外
用
例
が
少
な
い
が
、『
新
編
国
歌
大
観
』
で

は
、『
赤
人
集
』
に
次
の
一
首
を
見
出
す
。

『
赤
人
集
』
二
三
六
番

も
の
お
も
ふ
と
ね
ざ
る
あ
さ
け
に
ほ
と
と
ぎ
す
わ
が
こ
ろ
も
で
に
き

な
き
を
り
つ
つ

こ
の
為
家
歌
の
場
合
、
特
徴
的
な
万
葉
歌
句
を
部
分
的
に
取
り
入
れ
た
と

『新撰六帖』における為家の万葉歌句摂取
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い
う
よ
り
は
、
語
の
組
み
合
わ
せ
を
踏
ま
え
た
作
り
と
言
え
そ
う
で
あ

る
。『
古
今
六
帖
』
に
は
、
四
四
一
二
〜
四
四
五
三
番
に
四
十
二
首
も
の

「
ほ
と
と
ぎ
す
」
題
の
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
為
家
の
眼
は
そ
の
外

に
あ
る
、
仮
名
書
き
万
葉
と
も
い
う
べ
き
『
赤
人
集
』
に
も
向
け
ら
れ
て

い
た
可
能
性
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

㉑
『
新
撰
六
帖
』
第
六
帖
、
二
三
二
二
番
「
か
へ
」

し
め
の
ゆ
き
紫
の
な
る
か
へ
の
も
り
は
が
へ
ず
な
が
ら
う
づ
も
れ
に

け
り

『
万
葉
集
』
巻
第
一
、
二
〇
（
二
〇
）
番

天
皇
遊
二

蒲
生
野
一

時
額
田
王
作
歌

ア
カ
ネ
サ
ス

ム
ラ
サ
キ
ノ
ユ
キ

シ
メ
ノ
ユ
キ

ノ
モ
リ
ハ
ミ
ズ
ヤ

キ
ミ
ガ
ソ
デ
フ
ル

茜
草
指

武
良
前
野
逝

標
野
行

野
守
者
不
見
哉

君
之
袖
布
流

あ
か
ね
さ
す

む
ら
さ
き
の
ゆ
き

し
め
の
ゆ
き

の
も
り
は
み
ず

や

き
み
が
そ
で
ふ
る

こ
の
万
葉
歌
は
、『
奥
義
抄
』
三
四
四
番
、『
五
代
集
歌
枕
』
七
一
六
番
、

『
和
歌
初
学
抄
』
九
四
番
、『
色
葉
和
難
集
』
五
一
八
番
・
七
九
七
番
と
い

っ
た
歌
学
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
歌
で
あ
る
が
、

為
家
が
直
接
発
想
を
得
た
の
は
、
次
の
家
隆
の
歌
で
あ
ろ
う
。

『
壬
二
集
』
八
一
八
番

（
院
百
首
建
保
四
年
、
于
時
宮
内
卿
従
三
位
正
月
五
日
叙
之
）

（
春
）

い
ざ
や
君
袖
ふ
り
は
へ
て
す
み
れ
草
む
ら
さ
き
の
雪
し
め
の
ゆ
き
み

ん

こ
こ
か
ら
、
万
葉
歌
に
お
け
る
「
紫
野
行
」
を
「
紫
の
雪
」
に
取
り
な
す

視
点
を
、
為
家
歌
は
継
承
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
の
文
応
元
年
（
一
二
六

〇
）
に
も
、
為
家
は
、
こ
れ
と
同
じ
趣
向
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

『
為
家
五
百
首
』
三
八
番
「（
の
こ
り
の
ゆ
き
）」

き
え
や
ら
ぬ
む
ら
さ
き
の
ゆ
き
し
め
の
ゆ
き
そ
れ
か
と
ま
が
ふ
は
る

の
ゆ
ふ
ぐ
れ

『
新
撰
六
帖
』
の
為
家
歌
は
、
後
に
『
現
存
六
帖
』
五
二
四
番
に
再
録
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
や
は
り
こ
の
あ
ら
た
な
詠
み
方
が
目
に
止
ま
っ
た

ゆ
え
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

㉒
『
新
撰
六
帖
』
第
五
帖
、
一
四
二
七
番
「
も
の
へ
だ
て
た
る
」

秋
の
夜
の
く
も
が
く
れ
ゆ
く
そ
ら
の
月
見
ぬ
は
ゆ
か
し
き
君
に
も
あ

る
か
な

『
万
葉
集
』
巻
第
十
、
二
三
〇
三
（
二
二
九
九
）
番

ア
キ
ノ
ヨ
ノ

ツ
キ
カ
モ
キ
ミ
ハ

ク
モ
ガ
ク
レ

シ
バ
シ
モ
ミ
ネ
バ

コ
コ
ラ
コ
ヒ
シ
キ

秋
夜
之

月
疑
意
君
者

雲
隠

須
臾
不
見
者

幾
許
恋
敷

あ
き
の
よ
の

つ
き
か
も
き
み
は

く
も
が
く
り

し
ま
し
く
み
ね

ば

こ
こ
だ
こ
ひ
し
き

最
後
は
、『
拾
遺
集
』
七
八
五
番
、『
人
丸
集
』
一
五
六
番
に
も
見
え
る
万

葉
歌
で
あ
る
。
十
一
世
紀
初
頭
に
は
あ
る
程
度
注
目
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
が
、
そ
の
後
は
と
く
に
歌
学
書
に
も
採
ら
れ
な
い
。
そ
の
「
あ
き
」

「
よ
」「
く
も
が
く
（
れ
）」「
つ
き
」「
き
み
」
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
は
、

二
四
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『
新
編
国
歌
大
観
』
で
は
『
新
撰
六
帖
』
の
為
家
歌
が
、
か
ろ
う
じ
て
見

出
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
も
、『
拾
遺
集
』
の
他
、
⑳
の
『
赤
人
集
』
と
同

様
に
『
人
丸
集
』
を
介
し
て
想
起
さ
れ
た
可
能
性
も
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。

九

お
わ
り
に

為
家
が
、『
新
撰
六
帖
』
詠
作
に
際
し
、
万
葉
歌
の
表
現
を
用
い
る
に

あ
た
っ
て
は
、『
五
代
簡
要
』
が
引
き
続
き
生
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
分
類
（
ロ
）
⑤
「
た
ち
花
」
で
は
、『
古
今
六
帖
』
本
文
よ
り
も

『
五
代
簡
要
』
引
用
歌
句
に
一
致
し
、
ま
た
、『
古
今
六
帖
』
に
収
め
ら
れ

な
い
万
葉
歌
句
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
表
現
の
系
譜
を
背
景
と
し
な
が
ら
、

『
五
代
簡
要
』
が
示
す
万
葉
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
〔
分
類
（
ニ
）
⑭

「
た
な
ば
た
」、
分
類
（
ホ
）
⑮
「
あ
き
は
ぎ
」・
⑯
「
た
ち
」・
⑰
「
や
な

ぎ
」〕。
そ
の
一
方
で
、
分
類
（
ハ
）
⑨
「
を
は
ぎ
」
の
例
に
お
い
て
、

『
五
代
簡
要
』
引
用
歌
句
「
あ
ゆ
の
風
」
を
為
家
は
用
い
な
い
。
こ
の
歌

句
は
『
万
葉
集
佳
詞
』
に
も
引
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
越
俗
語
」
で
あ
る

こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
こ
に
は
、『
五
代
簡

要
』
を
基
礎
と
し
な
が
ら
万
葉
歌
句
が
篩
い
分
け
ら
れ
て
い
く
形
跡
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

一
方
、『
古
今
六
帖
』
に
お
い
て
掲
載
歌
数
が
少
な
い
歌
題
の
場
合
、

六
帖
題
の
み
が
継
承
し
て
い
る
万
葉
歌
句
が
あ
り
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま

『
新
撰
六
帖
』
の
為
家
が
同
題
詠
に
用
い
た
例
が
目
に
付
く
〔
分
類
（
イ
）

①
「
し
ひ
」、
分
類
（
ロ
）
④
「
に
こ
ぐ
さ
」・
⑥
「
な
つ
む
し
」、
分
類

（
ハ
）
⑦
「
あ
せ
み
」・
⑨
「
を
は
ぎ
」・
⑩
「
か
も
」〕。
も
っ
と
も
、
①

④
⑥
は
『
五
代
簡
要
』
に
も
載
る
歌
句
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
を
差
し
引

い
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
⑦
⑨
⑩
の
他
、
分
類
（
ハ
）
⑧

「
に
ほ
」・
⑫
「
か
も
」
の
用
例
か
ら
は
、『
五
代
簡
要
』
に
な
い
『
古
今

六
帖
』
所
収
万
葉
歌
の
存
在
が
、
為
家
の
作
歌
の
契
機
に
な
っ
た
可
能
性

を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
し
て
、
分
類
（
イ
）
の
①
、
分
類
（
ロ
）
の
④
⑥
、
分
類
（
ハ
）
の

⑨
⑫
の
為
家
歌
は
、
後
の
『
現
存
六
帖
』
に
も
入
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

の
だ
が
、
六
帖
題
和
歌
に
か
ろ
う
じ
て
継
承
さ
れ
て
い
る
そ
れ
ら
の
万
葉

表
現
が
、『
現
存
六
帖
』
以
降
、
新
た
に
詠
み
継
が
れ
た
例
が
お
よ
そ
見

出
さ
れ
な
い
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
為
家
が
、『
万
葉
集
』
そ
の
も
の
か
ら
直
接
学
ん
で

作
歌
し
た
形
跡
は
あ
る
の
か
、
言
い
換
え
れ
ば
、『
万
葉
集
』
を
直
接
見

な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
稀
な
表
現
や
歌
語
の
組
み
合
わ
せ
を
追
究

し
て
い
る
跡
が
あ
る
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
存
外
少
な
く
、
分
類
（
ヘ
）

⑱
「
い
へ
と
う
じ
を
お
も
ふ
」・
⑲
「
し
ま
」
を
挙
げ
る
に
止
ま
る
。
も

と
よ
り
用
例
収
集
の
不
備
を
恐
れ
る
が
、
今
後
、『
新
撰
六
帖
』
の
他
の

歌
人
と
の
比
較
検
討
が
必
要
だ
ろ
う
。

『新撰六帖』における為家の万葉歌句摂取
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分
類
（
ヘ
）
の
残
り
三
首
（
⑳
「
ほ
と
と
ぎ
す
」・
㉑
「
か
へ
」・
㉒

「
も
の
へ
だ
て
た
る
」）
に
は
、
為
家
歌
の
背
後
に
、
依
拠
し
た
と
考
え
ら

れ
る
歌
や
表
現
の
系
譜
が
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
分
類
（
イ
）
②
「
も

ず
」・
③
「
し
め
」、
分
類
（
ハ
）
⑪
「
な
つ
の
の
」・
⑬
「
お
き
な
」
や
、

分
類
（
ニ
）
の
前
掲
⑭
、
分
類
（
ホ
）
の
前
掲
⑮
⑯
⑰
に
も
見
出
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、『
五
代
簡
要
』
引
用
歌
句
は
し
ば
ら

く
措
く
と
し
て
も
、
為
家
は
そ
れ
ら
の
歌
句
を
果
た
し
て
万
葉
表
現
と
認

め
て
用
い
た
の
か
ど
う
か
。
こ
の
点
も
、
中
世
和
歌
と
い
う
時
代
性
の
中

で
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
『
新
撰
六
帖
』
に
お
け
る
為
家
の
万
葉
学
び
の
様
相
は
、

万
葉
歌
を
収
め
る
『
古
今
六
帖
』
の
「
作
歌
の
手
引
き
書
」
と
し
て
の
役

割
の
終
焉
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
、『
古
今
六

帖
』
は
、
新
た
な
類
題
和
歌
集
の
編
纂
材
料
、
出
典
考
証
の
対
象
へ
と
移

行
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

附
記本

稿
は
、「
知
識
発
見
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
ア
プ
リ
の
開
発
と
日
本
伝

統
文
化
の
分
野
横
断
的
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
２０
期
研

究
会
第
３
研
究
（
二
〇
一
九
〜
二
〇
二
一
年
度
）、
お
よ
び
「
近
世
か
ら
近

代
に
至
る
日
本
伝
統
文
化
の
分
野
横
断
的
研
究
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
材

へ
の
活
用
」（
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号20K

12565

、
二
〇
二
〇
〜
二
〇
二
二
年
度
）
の
一
部
で
あ
り
、
和
歌
文
学
会
関

西
例
会
十
二
月
例
会
（
二
〇
二
一
年
十
二
月
十
八
日
）
に
て
そ
の
骨
子
を
発

表
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
用
例
収
集
に
際
し
、『
新
編
国
歌
大
観
』C

D
-R

O
M

版V
er.2

と

と
も
に
、
竹
田
正
幸
氏
（
九
州
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
研
究
院
）

作
成
の
文
字
列
解
析
器
�e-C

SA
V

er.2.00

�
を
使
用
し
た
。

注
（
１
）
拙
稿
「『
新
撰
和
歌
六
帖
』
に
お
け
る
『
古
今
和
歌
六
帖
』
出
典
未

詳
歌
の
受
容
と
継
承
」（『
語
文
研
究
』
第
一
三
〇
・
一
三
一
号
合
併

号
、
二
〇
二
一
年
六
月
）。

（
２
）
佐
藤
恒
雄
氏
「
藤
原
為
家
の
初
期
の
作
品
を
め
ぐ
っ
て
│
│
「
千
首
」

を
中
心
に
後
代
と
の
関
わ
り
の
側
面
か
ら
│
│
」（『
国
文
学
言
語
と
文

芸
』
第
六
四
号
、
一
九
六
九
年
五
月
。
後
に
『
藤
原
為
家
研
究
』〈
笠

間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
九
月
〉
所
収
。）。

（
３
）
『
新
編
国
歌
大
観
』「
為
家
千
首
」
解
題
（
佐
藤
恒
雄
氏
）。

（
４
）
今
井
明
氏
『
為
家
卿
千
首
』
を
通
し
て
み
る
『
五
代
簡
要
』
の
位
置

│
│
そ
の
万
葉
集
摂
取
の
場
合
」（『
香
椎
潟
』
第
四
二
号
、
一
九
九
七

年
三
月
）
で
は
、
次
の
二
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

①
『
千
首
』
の
中
で
為
家
が
摂
取
し
た
万
葉
歌
は
、
そ
の
す
べ
て
が
『
五
代

簡
要
」
に
含
ま
れ
る
こ
と
。

②
『
千
首
』
の
中
で
為
家
が
摂
取
し
た
万
葉
歌
の
歌
詞
は
、
そ
の
す
べ
て
が

『
五
代
簡
要
』
が
当
該
万
葉
歌
か
ら
抄
録
し
た
歌
詞
と
一
致
す
る
こ
と
。

（
５
）
福
田
智
子
・
南
里
一
郎
・
竹
田
正
幸
「
古
典
和
歌
デ
ー
タ
の
増
補
と

そ
の
活
用
」（『
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
二
〇
〇

二
年
九
月
）
に
拠
る
。

二
六
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（
６
）
『
新
編
国
歌
大
観
』
所
収
、
日
本
大
学
総
合
図
書
館
蔵
伝
飛
鳥
井
雅

綱
・
近
衛
稙
家
筆
本
末
尾
の
記
述
「
後
記
」
に
拠
る
。『
同
』「
新
撰
和

歌
六
帖
解
題
」（
安
井
久
善
）
に
拠
れ
ば
、「『
後
記
』
に
よ
っ
て
各
人

の
詠
歌
時
期
が
、
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
一
一
月
か
ら
、
翌
二
年
六

月
ま
で
の
間
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
さ
ら
に
合
点
を
加
え

た
り
、
改
作
や
さ
し
か
え
が
行
わ
れ
て
」「
寛
元
二
年
六
月
か
ら
あ
る

程
度
の
期
間
を
お
い
た
時
期
」
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。

（
７
）
佐
藤
恒
雄
氏
「
新
撰
六
帖
題
和
歌
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
香
川
大
学

教
育
学
部
研
究
報
告
』
第
一
部
第
四
十
九
号
、
一
九
八
〇
年
三
月
。
後

に
注
（
２
）
前
掲
書
所
収
。）。

（
８
）
安
田
徳
子
氏
「『
新
撰
六
帖
』
の
為
家
詠
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
松
村
博
司
先
生
古
稀
記
念
国
語
国
文
学
論
集
』
笠
間
書
院
、
一
九
七

九
年
十
一
月
）
で
は
、「
為
家
の
歌
の
表
現
の
典
拠
と
な
っ
た
も
の
で
、

最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
万
葉
集
』
の
表
現
で
、
そ
の
数
は
六
十
例

に
達
す
る
。」（
一
九
九
頁
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
論
文
に
は
、
そ

の
す
べ
て
の
用
例
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
稿
で
取

り
上
げ
る
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
注
を
付
し
て
示
す
。

（
９
）
以
下
、
和
歌
の
引
用
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、『
新
編
国
歌
大
観
』

C
D

-R
O

M

版V
er.2

に
拠
る
。
傍
線
筆
者
。
論
述
の
順
に
従
っ
て
、
細

線
、
波
線
、
太
線
を
順
に
用
い
る
。

（
１０
）
『
古
今
六
帖
』「
し
ひ
」
題
の
歌
、
四
二
六
一
〜
四
二
六
三
番
の
う

ち
、
最
後
の
四
二
六
三
番
は
出
典
未
詳
歌
、
残
り
の
二
首
は
万
葉
歌
で

あ
る
。

（
１１
）
同
じ
訓
は
、『
校
本
萬
葉
集
』
の
底
本
で
あ
る
寛
永
二
十
年
版
本
に

も
見
ら
れ
る
。

（
１２
）
以
下
、『
万
葉
集
』
諸
本
の
本
文
異
同
に
つ
い
て
は
、『
校
本
萬
葉

集
』
に
拠
る
。

（
１３
）
以
下
、『
古
今
六
帖
』
諸
本
本
文
は
、
黒
田
彰
子
氏
『
古
今
和
歌
六

帖
の
本
文
と
享
受
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』（
科
学
研
究
費
補
助
金
基

盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
一
〇
年
度
〜
二
〇
一
三
年

度
、
課
題
番
号22520209

）
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
主
要
伝
本
十
三
本

の
校
本
に
加
え
、
適
宜
、
影
印
に
拠
る
。

（
１４
）
以
下
、『
五
代
簡
要
』
の
引
用
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
３７
『
五
代

簡
要

定
家
歌
学
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
六
年
四
月
）
に
拠
る
。

（
１５
）
な
お
、『
新
撰
六
帖
』「
し
ひ
」
題
の
家
良
歌
、「
む
か
つ
を
の
し
ひ

の
こ
や
で
の
世
に
ふ
れ
ば
人
の
こ
こ
ろ
に
あ
ひ
た
が
は
め
や
」（
二
三

オ

ソ

ハ

ヤ

モ

ナ

ヲ

コ

ソ

マ

タ

メ

九
六
）
は
、『
万
葉
集
』
巻
十
四
の
「
於
曽
波
夜
母

奈
乎
許
曽
麻
多
売

ム

カ

ツ

ヲ

ノ

シ

ヒ

ノ

コ

ヤ

デ

ノ

ア

ヒ

ハ

タ

ガ

ハ

ジ

牟
可
都
乎
能

四
比
乃
故
夜
提
能

安
比
波
多
家
波
自
／
お
そ
は
や
も

な
を
こ
そ
ま
た
め

む
か
つ
を
の

し
ひ
の
こ
や
で
の

あ
ひ
は
た
が

は
じ
」（
三
五
一
三
・
三
四
九
三
）
の
歌
句
を
用
い
て
い
る
と
考
え
ら

（
マ
マ
）

れ
る
。『
古
今
六
帖
』
の
「
し
ひ
」
題
の
中
に
は
、「
お
と
は
せ
ん
君
を

ば
ま
た
ん
む
か
へ
を
の
し
ひ
の
﹇

﹈」（
四

二
六
二
）
と
い
う
和
歌
本
文
が
あ
り
、
写
本
系
本
文
に
は
脱
文
が
あ
っ

オ

ソ

ハ

ヤ

モ

て
判
断
し
に
く
い
が
、本
来
は
、先
の
万
葉
歌
の
異
伝
歌
、「
於
曽
波
夜
毛

キ

ミ

ヲ

シ

マ

タ

ム

ム

カ

ツ

ヲ

ノ

シ

ヒ

ノ

サ

エ

ダ

ノ

ト

キ

ハ

ス

グ

伎
美
乎
思
麻
多
武

牟
可
都
乎
能

思
比
乃
佐
要
太
能

登
吉
波
須
具

ト

モ
登
母
／
お
そ
は
や
も

き
み
を
し
ま
た
む

む
か
つ
を
の

し
ひ
の
さ

え
だ
の

と
き
は
す
ぐ
と
も
」（
三
五
一
四
・
或
本
歌
曰
）
を
収
め
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
先
の
『
万
葉
集
』
三
五
一
三
番
歌
も

並
記
し
て
い
た
か
。
後
に
『
古
今
六
帖
』
寛
文
九
年
版
本
は
、「
お
そ

は
や
も
君
を
は
ま
た
む
む
か
つ
を
の
し
ゐ
の
こ
や
て
の
あ
ひ
は
た
か
は

『新撰六帖』における為家の万葉歌句摂取

二
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し
」
と
い
う
、『
万
葉
集
』
三
五
一
四
番
の
上
句
と
、
三
五
一
五
番
の

下
句
を
組
み
合
わ
せ
た
本
文
に
改
訂
し
て
い
る
。

（
１６
）
た
だ
し
、
景
井
詳
雅
氏
「『
万
葉
集
佳
詞
』
考
│
│
そ
の
本
文
か
ら

問
い
直
す
│
│
」（『
和
漢
語
文
研
究
』
創
刊
号
、
平
成
十
五
年
十
一

月
）
で
は
、
現
存
本
に
は
冷
泉
為
秀
や
円
雅
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
可

能
性
を
指
摘
す
る
。

（
１７
）
以
下
、『
万
葉
集
佳
詞
』
の
引
用
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
﹇43972|1|

鷹432

﹈
に
拠
る
。

（
１８
）
佐
藤
恒
雄
氏
、
注
（
７
）
前
掲
論
文
参
照
。

（
１９
）
為
家
の
『
新
撰
六
帖
』「
た
ま
く
ら
」
歌
は
、「
た
ま
さ
か
に
か
は
す

も
袖
は
く
ち
ぬ
べ
し
な
み
だ
を
か
け
て
む
す
ぶ
た
ま
く
ら
」（
一
七
〇

二
番
）
で
あ
る
。

（
２０
）
『
為
家
集
』
に
は
、「
引
き
む
す
ぶ
あ
し
の
か
り
ね
の
夜
の
雨
に
な
み

だ
か
た
し
き
み
る
夢
も
な
し
」（
下
、
雑
、
一
四
〇
一
番
、
洲
蘆
夜
雨

他
郷
涙

正
嘉
二
年
〈
一
二
五
八
〉）
と
い
う
歌
が
載
る
。

（
２１
）
「
あ
し
が
き
の
中
の
に
こ
草
に
こ
よ
か
に
わ
れ
と
ゑ
み
し
て
人
に
し

ら
る
な
」（
巻
第
二
十
八
・
雑
歌
十
・
一
三
五
一
四
・
人
丸
・
爾
許
草

／
題
し
ら
ず
、
万
十
一
）。

（
２２
）
拙
稿
「『
古
今
和
歌
六
帖
』
が
目
指
し
た
も
の
│
│
万
葉
歌
を
通
し

て
│
│
」（『
和
歌
文
学
研
究
』
第
一
二
二
号
、
二
〇
二
一
年
六
月
）
参

照
。

（
２３
）
詳
し
く
は
、
注
（
２２
）
拙
稿
参
照
。

（
２４
）
『
古
今
六
帖
』「
あ
せ
み
」
題
の
歌
は
、
す
べ
て
万
葉
歌
で
あ
る
。
本

節
で
取
り
上
げ
た
四
三
一
九
番
の
他
、
四
三
二
〇
番
は
、『
万
葉
集
』

巻
十
、
一
九
〇
七
（
一
九
〇
三
）
番
、
四
三
二
一
番
は
、『
万
葉
集
』

巻
十
、
一
九
三
〇
（
一
九
二
六
）
番
。
い
ず
れ
も
『
五
代
簡
要
』
に
は

引
用
さ
れ
て
い
な
い
。

（
２５
）
神
宮
文
庫
蔵
林
崎
文
庫
本
「
あ
を
み
の
は
な
」。
こ
の
場
合
、「
を
」

は
、「
を
」（
字
母
「
遠
」）
と
「
せ
」（
字
母
「
世
」）
と
の
字
形
の
類

似
に
よ
る
誤
写
で
あ
ろ
う
。

（
２６
）
注
（
８
）
安
田
氏
論
文
（
二
〇
一
頁
）
で
は
、
為
家
の
『
新
撰
六

帖
』
に
お
け
る
「
目
に
立
つ
表
現
」
と
し
て
、「
同
音
反
復
」
が
指
摘

さ
れ
、
こ
の
歌
の
国
歌
大
観
番
号
が
示
さ
れ
て
い
る
。

カ

ツ

（
２７
）
な
お
、
廣
瀬
本
の
片
仮
名
別
提
訓
は
「
ス
タ
グ
」
と
標
記
す
る
。

「
ス
ダ
ク
」
を
「
カ
ツ
グ
」
と
訂
正
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、

「
カ
ツ
グ
」
の
「
ツ
」
の
一
・
二
画
目
は
、「
ス
ダ
ク
」
の
「
ダ
」
の
濁

点
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
記
し
た
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。

（
２８
）
詳
し
く
は
、
注
（
２２
）
拙
稿
参
照
。

（
２９
）
『
現
存
六
帖
』
二
四
三
番
「
を
は
ぎ
」、
第
四
句
「
こ
の
め
は
る

風
」。

（
３０
）
『
古
今
六
帖
』
写
本
諸
本
は
題
を
欠
く
。
版
本
「
を
は
き
」。

（
３１
）
『
校
本
萬
葉
集
』
で
は
他
に
類
聚
古
集
が
「
お
わ
き
」
と
し
、
仮
名

表
記
の
違
い
が
あ
る
。

（
３２
）
『
人
丸
集
』
六
五
番
で
は
第
二
句
「
夏
の
の
草
と
」、『
赤
人
集
』
二

五
三
番
「
く
さ
に
よ
す
」
題
で
は
、
第
二
句
「
な
つ
の
の
く
さ
に
」、

『
拾
遺
集
』
巻
第
十
三
恋
三
、
八
二
七
番
で
は
、「
人
ま
ろ
」
歌
と
し

て
、
第
四
句
「
君
と
我
と
し
」
と
い
う
本
文
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
３３
）
『
現
存
六
帖
』
五
四
二
番
、「
む
め
」
題
、
下
句
「
あ
か
ぬ
に
ほ
ひ
も

き
て
も
み
る
が
に
」。

（
３４
）
『
後
撰
集
』
巻
第
一
、
春
上
、
二
二
番
、『
赤
人
集
』
三
番
、『
家
持

二
八
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集
』
一
一
番
、『
金
玉
集
』
七
番
、『
和
漢
朗
詠
集
』
九
四
番
、『
三
十

六
人
撰
』
四
五
番
（
赤
人
）、『
深
窓
秘
抄
』
九
番
、『
俊
頼
髄
脳
』
四

〇
番
、『
袖
中
抄
』
一
八
九
番
な
ど
、
平
安
中
期
か
ら
再
録
さ
れ
て
い

る
。

（
３５
）
『
万
葉
集
佳
詞
』
は
、「
わ
か
せ
こ
に
見
せ
む
と
お
も
ひ
し
」
の
部
分

を
引
用
す
る
。

（
３６
）
『
言
葉
集
』
一
五
六
番
、「
寄
梅
花
」
に
も
。
た
だ
し
下
句
「
そ
ひ
や

と
が
む
る
そ
で
の
か
な
ら
む
」。

（
３７
）
『
人
丸
集
』
二
〇
一
番
、『
拾
遺
集
』
八
五
七
番
、『
定
家
八
代
抄
』

一
一
六
四
番
、『
秀
歌
大
体
』
九
八
番
な
ど
。

（
３８
）
本
文
の
引
用
は
、『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
に
拠
る
。

（
３９
）
『
続
後
撰
集
』
巻
第
五
秋
歌
上
、
二
六
〇
番
、「
七
夕
の
こ
こ
ろ
を

人
麿
」。
第
二
句
「
霧
た
ち
わ
た
る
」。

（
４０
）
後
に
『
新
拾
遺
集
』
巻
第
四
秋
歌
上
、
三
四
三
番
に
再
録
さ
れ
る
。

（
４１
）
『
万
葉
集
』
巻
第
十
、
二
〇
三
八
（
二
〇
三
四
）
番
。『
古
今
六
帖
』

第
五
帖
、
三
二
五
七
番
。『
五
代
簡
要
』「
た
な
は
た
の

い
ほ
は
た
た

て
て

を
る
は
た
」。『
為
家
千
首
』
に
実
作
例
は
な
く
、『
新
撰
六
帖
』

に
至
る
ま
で
、『
林
葉
集
』
三
六
五
番
歌
の
異
文
に
認
め
ら
れ
る
も
の

の
、
用
例
は
ご
く
少
な
い
。

（
４２
）
『
万
葉
集
佳
詞
』「
秋
た
ち
て
い
く
か
も
あ
ら
ね
と
こ
の
ね
ぬ
る
あ
し

た
の
風
は
た
も
と
さ
む
し
も
」。「
こ
の
ね
ぬ
る
」
以
下
は
小
字
で
あ

る
。

（
４３
）
注
（
８
）
安
田
氏
論
文
（
一
九
九
頁
）
に
指
摘
が
あ
る
歌
で
あ
る
。

（
４４
）
『
赤
人
集
』
一
四
七
番
、
初
句
「
や
ま
も
と
に
」、
下
句
「
こ
の
か
は

や
な
ぎ
も
え
に
け
る
か
な
」。『
新
勅
撰
集
』
巻
第
一
春
歌
上
、
二
二

番
、「（
題
し
ら
ず
）
山
部
赤
人
」、
初
句
「
山
も
と
に
」、
第
四
句

「
こ
の
か
は
や
な
ぎ
」。

（
４５
）
『
新
古
今
集
』
巻
第
一
春
歌
上
、
八
番
、「
題
し
ら
ず
（
よ
み
人
し

ら
ず
）」、
初
句
「
風
ま
ぜ
に
」、
結
句
「
は
る
は
来
に
け
り
」。『
秀
歌

大
体
』
一
三
番
、
初
句
「
風
ま
ぜ
に
」、
結
句
「
春
は
き
に
け
り
」。

（
４６
）
万
葉
歌
は
、『
古
今
六
帖
』
二
九
八
五
番
（＝

万
葉
集
・
六
八
）・
二

九
八
七
番
（＝

万
葉
集
・
三
一
六
八
、
催
馬
楽
「
我
が
駒
」）・
二
九
八

八
番
（＝

万
葉
集
・
七
六
八
）・
二
九
九
一
番
（＝

万
葉
集
・
六
五

四
）、
古
今
集
歌
は
、『
古
今
六
帖
』
二
九
九
〇
番
（＝

古
今
集
・
六
八

九
）、
貫
之
集
歌
は
、『
古
今
六
帖
』
二
九
九
四
番
（＝

貫
之
集
・
四
五

六
）、
そ
し
て
出
典
未
詳
歌
は
、
二
九
八
六
・
二
九
八
九
・
二
九
九

二
・
二
九
九
三
番
で
あ
る
。

（
４７
）
た
と
え
ば
、「
ま
す
か
が
み
た
え
に
し
い
も
を
あ
ひ
み
ね
ば
わ
が
こ

ひ
や
ま
ず
と
し
は
ふ
れ
ど
も
」（
古
今
六
帖
・
第
五
・
三
二
二
〇
・
か

が
み
）
と
い
う
歌
が
あ
る
。

（
第
２０
期
第
３
研
究
会
に
よ
る
成
果
）

『新撰六帖』における為家の万葉歌句摂取

二
九


